
考古資料としての古代木簡

考
古
資
料

と
し
て

の
古
代
木
簡

第

一
回
木
簡
研
究
集
会
に
お
い
て
岸
俊
男
氏
は
、
木
筒
研
究
の
課
題
と
し
て

「木
簡
の
実
物
に
つ
い
て
の
即
物
的
な
基
礎
的
考
察
」

を
強
調
し
、

「木
簡
の

詳
細
な
観
察
」
、
「材
質
の
検
討
と
と
も
に
木
取
り
、
作
り
方
に
」
注
意
す
る
必

要
が
あ
れ
と
し
活
一
今
泉
隆
雄
氏
は
、
「貢
進
物
付
札
の
諸
間
駆
け
に
よ
っ
て
荷

札
の
形
態
、
材
質
、
書
式
、
書
風
、
筆
跡
に
つ
い
て
現
物
に
即
し
た
詳
細
な
検

討
を
加
え
、　
一
般
的
な
貢
進
物
荷
札
の
作
成
の
段
階
を
、
原
則
的
に
郡
衛
段
階

と
し
、
そ
の
機
能
、
役
割
を
貢
進
物
勘
検
に
あ
る
と
し
た
。
さ
ら
に
今
泉
氏
は
、

長
岡
京
太
政
官
厨
家
跡
出
土
の
文
書
木
簡
や
勘
検

。
検
収
整
理
札
の
製
作
経
緯

の
検
討
を
通
じ
て
、
都
城
に
お
け
る
税
の
収
納
、
検
収
実
態
を
解
男
し
酒
ド
こ

れ
に
対
し
東
野
治
之
氏
は
、
「史
料
論
の
立
場
か
ら
荷
札
の
記
載
が
税
物
収
取

の
制
度
、
実
態
と
い
か
に
か
か
わ
る
か
」
を
考
察
し
、
荷
札
に
は
、
国
行
、
郡

衛
、
そ
れ
以
下
で
書
か
れ
た
も
の
の
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
そ
の
機
能
を
中
央

で
の
貢
進
物
勘
検
と
収
税
文
書
作
成
の
資
料
に
あ
る
と
し
が
ド

山

中

こ
の
よ
う
な
先
学
の
研
究
に
つ
い
て
、
筆
者
が
史
料
論
の
立
場
か
ら
検
討
す

べ
き
内
容
は
全
く
な
い
。
し
か
し
、
木
筒
の
実
物
に
即
し
た
考
察
に
つ
い
て
は
、

近
年
、
長
岡
京
太
政
官
厨
家
跡
ず
、
平
城
京
長
屋
王
邸
宅
跡
及
び
そ
の
周
述
〆

ら
、
新
た
な

一
括
性
の
高
い
荷
札
や
勘
検

・
検
収
整
理
札
が
出
土
し
、
若
千
の

検
討
の
余
地
を
生
じ
た
よ
う
に
思
わ
れ
術
ド
特
に
、
木
簡
を
文
字
伝
達
の
手
段

た
る
木
製
品
と
し
て
捉
え
、
そ
の
製
作
方
法
に
主
眼
を
お
い
た
研
究
は
、
従
来

あ
ま
り
進
め
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
だ
け
に
、
こ
れ
ら
新
し
い
資
料
を
加
え
て
、

現
時
点
で

一
定
の
整
理
を
試
み
て
お
く
こ
と
は
、
無
駄
な
こ
と
で
は
な
い
と
考

え
る
。

そ
こ
で
本
論
で
は
、
全

）
木
簡
の
製
作
技
法
を
観
察
し
、
全
σ
都
城
の
文
書

木
簡
製
作
技
法
と
記
載
内
容
と
の
関
係
を
検
討
し
、
木
簡
の
製
作
者
と
記
載
者

の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
、
全
し
都
城

へ
送
ら
れ
て
き
た
諸
国
の
貢

進
物
荷
札
木
簡
の
製
作
技
法
と
記
載
内
容
を
分
析
し
、
そ
の
製
作
段
階
を
検
討

す
る
。
最
後
に

（四
）
貢
進
物
荷
札
木
簡
の
製
作
技
法
と
形
態
と
の
関
係
か
ら
、

機
能
に
つ
い
て
若
千
の
見
通
し
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

イま

じ

め

に
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一
　

木
筒

の
製
作
方
法

木
簡
製
作
の
道
具
は
、
木
簡
上
に
残
る
刃
物
痕
か
ら
刀
子
と
推
定
で
き
編
ド

刀
子
に
よ
っ
て
木
材
を
加
工
す
る
方
法
と
し
て
次
の
三
技
法
が
あ
げ
ら
れ
る
。

〔切
る
▼
・板
材
を
木
目
に
直
交
し
て
切
断
し
た
り
、
斜
交
し
て
切
り
欠
き
を

作

っ
た
り
す
る
技
法
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

〔割
ぐ
Ｖ
・木
目
と
同

一
方
向
に
刃
を
移
動
さ
せ
、
厚
い
原
材
か
ら
薄
い
板
材

を
そ
ぎ
お
と
し
た
り
、
幅
の
広
い
材
を
狭
く
し
た
り
す
る
技
法
。

∴
削
る
▼
・材
の
表
面
を
薄
く
そ
ぎ
お
と
し
、
平
坦
な
面
を
形
成
し
た
り
、
細

か
な
細
工
を
行
う
技
法
。

こ
の
他
、
道
具
を
用
い
な
い
方
法
と
し
て

〔折
る
▼
一腕
力
で
も
っ
て
板
材
を
切
断
す
る
方
法
。

こ
れ
ら
の
四
種
の
方
法
が
単
独
ま
た
は
重
複
し
て
用
い
ら
れ
木
筒
が
完
成
す
る
。

と
こ
ろ
で
木
衡
は
、　
一
枚

一
枚
作
る
場
合
と
、　
一
定
の
厚
み
や
幅
、
長
さ
の

あ
る
原
木
か
ら
複
数
枚
作
る
場
合
の
二
方
法
が
あ
る
（第
１
図
）
。
後
者
の
方
法

に
よ
れ
ば
、
法
量
の
一
定
し
た
木
簡
が
多
数
入
手
で
き
る
。

〔
Ａ
〕

直
方
体
原
木
割
裁
法
‥
予
め

一
定
の
長
さ
と
厚
さ
に
整
え
た
材
を

一

定
の
幅
で
割
く
方
法
。
荷
札
等
の
均

一
な
法
量
を
必
要
と
す
る
木
簡
の
原
木
と

し
て
適
す
る
。

①
板
目
直
方
体
原
木
割
我
法
―
柾
目
木
簡
原
材
が
得
ら
れ
る

②
柾
目
直
方
体
原
木
割
我
法
―
板
目
木
簡
原
材
が
得
ら
れ
る

〔
Ｂ
〕

板
材
原
木
切
断
法
‥
予
め

一
定
の
幅
と
厚
さ
に
整
え
た
長
い
材
を
必

要
な
長
さ
に
切
断
す
る
方
法
。

①
板
目
板
材
原
木
切
断
法
―
板
目
木
簡
原
材
が
得
ら
れ
る

②
柾
日
板
材
原
木
切
断
法
ｒ
柾
目
木
筒
原
材
が
得
ら
れ
る

〔
Ｃ
〕

一
枚
作
り
法
‥
適
当
な
厚
さ
の
板
切
れ
か
ら

一
枚

一
枚
木
簡
を
作
る

方
法
。
単
独
の
勘
検
札
や
検
収
整
理
札
と
し
て
適
す
る
。

こ
れ
ら
の
方
法
は
単
独
で
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
〔
Ａ
〕
↓
〔
Ｂ
〕
ま
た
は
、

〔
Ｂ
〕↓
〔
ｃ
〕
あ
る
い
は
〔
Ａ
〕
↓
〔
Ｃ
〕
と
段
階
的
に
進
め
ら
れ
る
。

１
　
木
簡
端
面

・
側
面
の
成
形
と
調
整

前
述
し
た
基
本
技
法
を
用
い
て
、
実
際
に
成
形

・
調
整
に
使
用
さ
れ
て
い
る

技
法
群
を
抽
出
す
る
と
、
上
下
端
部
と
側
面
の
成
形

・
調
整
技
法
に
左
記
の
よ

う
な
技
法
群
を
確
認
で
き
る

（第
２
図
）
。　
　
　
　
　
　
，

ま
ず
上

・
下
端
部
の
成
形
方
法
に
次
の
技
法
が
確
認
で
き
る
。

Ａ
キ
リ

。
オ
リ
技
法
‥
板
材
の
表
面
ま
た
は
一暴
面
（両
面
か
ら
の
場
合
も
あ
る
）

か
ら
切
り
目
を
入
れ
て
折
り
と
る
技
法
。
薄
か
っ
た
り
軟
ら
か
い
板
材
の
場
合

に
は
キ
，
あ
る
い
は
オ
リ
だ
け
で
切
断
さ
れ
る
例
も
あ
る
。
木
簡
原
材
作
り
の

〔
Ｂ
〕
法
に
よ
っ
て
、
原
材
を
入
手
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

切
断
後
、
端
面
に
調
整
を
全
く
加
え
な
い
か
部
分
的
に
し
か
加
え
な
い
た
め
、

原
材
入
手
の
第

一
次
成
形
痕
跡
が
男
瞭
に
残
る
。
端
面
に
は
、
キ
リ
に
よ
る
平
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柾
日
本
簡
原
材

板
目
木
簡
原
材

考古資料としての古代木簡

〔A〕直方体原木割裁法

板
目
本
簡
原
材

〔B〕板材原木切断法

柾目木簡原材

第 1図 木簡原材の作り方



〔側面成形技法〕

Cキ リカキ(三角形)技法

Dキ リオトシ(台形)技法

Eエグリ(半円形)技法

〔第 1次成形技法〕

Aキ リ・オリ技法

〔端面調整技法〕

Bケズリ技法

Bb平面ケズリ技法
―      Ba側 面ヶズリ技法

鞄
↓  平面の細部調整

聞
第 2図 木簡の成形 '調整技法

面の細部調整
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考古資料としての古代木簡

滑
で
直
線
的
な
刃
物
痕
跡
と
、　
オ
リ
に
よ
る
木
質
の
凸
凹
痕
が
混
在
す
る

（図

版
七
十
０
右
・
③
左
）。　
ま
た
、
両
面
か
ら
キ
リ
ロ
を
入
れ
る
場
合
に
は
、
正
確

に
同

一
位
置
に
切
り
目
が
入
ら
な
い
限
り
、　
一
方
の
表
面
に
直
線
的
な
刃
物
痕

跡
が
残
る
場
合
が
多
い

（図
版
七
十
⑥
）。

Ｂ
ケ
ズ
リ
技
法
‥
板
材
の
表
面
や
側
面
か
ら
反
対
方
向

へ
向
か
っ
て
深
く
削
り

取

っ
て
切
断
す
る
方
法
。
成
形
技
法
と
し
て
用
い
る
場
合
に
は
木
筒
原
材
作
り

〔
Ｂ
〕
法
に
使
用
さ
れ
る
が
、　
調
整
に
用
い
る
場
合
に
は
、

木
簡
原
材
作
り

〔
Ａ
〕
【
Ｂ
〕
両
法
で
入
手
し
た
原
材
の
端
面
に
使
用
さ
れ
る
。

端
面
の
調
整
技
法
と
し
て
用
い
る
場
合
に
次
の
二
技
法
が
あ
る
。

Ｂａ
　
側
面
ケ
ズ
，
技
法
‥
木
簡
原
材
の
側
面
に
正
対
し
、　
一
側
面
か
ら
他
側

面

へ
向
け
て
削
る
方
法

（図
版
七
十
③
右
）。

Ｂｂ
　
平
面
ケ
ズ
，
技
法
‥
木
衝
原
材
の
正
面
に
正
対
し
、
表

。
裏
面
に
沿

っ

て
木
簡
の
手
前
か
ら
端
辺
に
向
か
っ
て
削
る
方
法

（図
版
七
十
⑥
）。

次
に
側
面
に
キ
リ
コ
ミ
を
入
れ
る
方
法
と
し
て
次
の
技
法
が
確
認
で
き
る
。

Ｃ
キ
リ
カ
キ
技
法
‥
木
簡
側
面
の
上

。
下
三
方
向
か
ら
刃
物
を
斜
め
に
入
れ
、

キ
リ
コ
ミ
を
三
角
形
状
に
切
り
欠
く
方
法
。
先
に
刃
物
を
入
れ
た
方
が
キ
リ
コ

ミ
が
深
く
、
そ
の
痕
跡
が
表
裏
面
に
少
し
残

っ
て
い
る

（図
版
七
ｌ
③
）。
但
し
、

後
に
刃
物
を
入
れ
た
交
点
が

一
致
す
れ
ば
残
ら
な
い
。

Ｄ
キ
リ
オ
ト
シ
技
法
‥
木
簡
側
面
の
上

。
下
三
方
向
か
ら
刃
物
を
入
れ
る
が
、

先
の
キ
リ
コ
ミ
の
先
端
部
に
届
か
ず
、
木
目
方
向
に
刃
物
を
動
か
す
た
め
平
面

形
状
が
台
形
状
に
切
り
お
と
さ
れ
る
技
法

（図
版
七
十
⑥
）。
但
し
、
Ｃ
と
の
区

別
は
、
形
状
か
ら
は
可
能
だ
が
、
ど
ち
ら
の
技
法
を
意
識
的
に
選
択
し
た
か
は

明
確
に
し
が
た
い
。
実
際
、
両
技
法
が
同
時
に
用
い
ら
れ
る
例
は
多
い
。

Ｅ
エ
グ
リ
技
法
‥
木
簡
側
面
の
一
点
か
ら
刃
物
を
回
転
さ
せ
て
、
半
円
形
状
に

狭
り
と
る
方
法

（図
版
八
１
０
）。
板
目
木
簡
原
材
の
場
合
に
は
、
比
較
的
半
円

に
近
く
、
き
れ
い
に
狭
り
と
れ
る
が
、
柾
目
木
簡
原
材
の
場
合
に
は
、
年
輸
部

分
で
段
々
に
狭
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。

２
　
木
筒
平
面
の
成
形
と
調
整

木
簡
平
面
の
成
形

・
調
整
に
用
い
ら
れ
る
技
法
は
、　
一
般
的
に

〔割
く
〕
と

〔削
る
〕
で
あ
る
。
原
木
割
載
法
で
は
、
必
ず

〔割
く
〕
技
法
で
も
っ
て
面
の

第

一
次
成
形
が
行
わ
れ
、
そ
の
他
の
方
法
で
も
、
縦
び
き
鋸
の
な
い
古
代
に
お

い
て
は
、
板
材
の
成
形
は
原
則
と
し
て

〔割
く
〕
技
法
を
用
い
る
。

こ
う
し
て
得
ら
れ
た
木
簡
原
材
の
表
面
は
、　
サ
サ
ク
レ
だ
っ
て
お
り

（図
版

七
十
⑦
左
）、
文
字
を
書
く
に
は
不
適
切
な
状
態
に
あ
る
。
そ
こ
で
木
筒
に

〔削

り
〕
が
加
え
ら
れ
円
滑
に
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
文
字
を
記
し
て
い
な
い
片
面
が
（

【割
く
〕
ま
ま
で
あ
る
例
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
木
筒
製
作
者
は
記
載
者
が
木

簡
の
裏
面
に
文
字
を
記
さ
な
い
の
を
承
知
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
表
面
調
整
の

有
無
は
木
筒
製
作
技
法
と
木
簡
記
載
者
と
の
間
に
対
応
関
係
が
あ
る
こ
と
を
証

す
る
素
材
と
な
り
う
る
。

な
お
、
表

。
裏
面
の
ケ
パ
リ
に
は
以
下
の
二
方
法
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ



製
作
者
の
癖
、
木
取
り
、
材
質
に
よ
る
影
響
を
想
定
で
き
る
。
し
か
し
、
木
簡

表
面
に
残
る
ケ
ズ
リ
の
痕
跡
は
、
摩
耗
し
た
例
が
多
い
た
め
現
状
で
は
識
別
が

難
か
し
く
、
本
論
で
は
観
察
す
べ
き
内
容
と
し
て
次
の
二
技
法
を
指
摘
す
る
に

と
ど
め
る
。

カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
状
ケ
ズ
リ
‥
長
径
二
を
三
倣
程
度
に
表
面
を
細
か
く
削
る
方

法
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
で
二
次
的
に
削
ら
れ
た
も
の
と
し
て
い
わ
ゆ
る

「削
暦
木
簡
」
が
あ
る
。
つ
ま
り
表
面
が
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
状
の
ケ
ズ
リ
面
を
有

す
る
木
簡
に
は
、
再
利
用
さ
れ
た
二
次
的
木
簡
の
可
能
性
も
あ
る
。

ハ
ギ
ト
リ
状
ケ
ズ
リ
‥
刃
物
を
木
簡
表
面
に
沿

っ
て
長
く
引
い
て
削
る
方
法
。

第

一
次
成
形
時
に
多
用
さ
れ
る
方
法
で
あ
る

（図
版
七
十
ω
ぞ
⑭
）。　
最
も

一
般

的
な
方
法
で
、
木
簡
製
作
の
基
本
技
術
と
考
え
ら
れ
る
。

「削
届
木
簡
」
に
も

同
方
法
に
よ
っ
て
削
り
取
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
特
徴
は
、
他
の

「削

居
木
簡
」
に
比
し
て
厚
い
。
二
次
利
用
木
簡
の
厚
き
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

第

一
次
成
形
時
の
ケ
ズ
リ
の
み
の
木
簡
と
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
・
ハ
ギ
ト
リ
状
両

技
法
に
よ
り
二
次
的
に
再
利
用
さ
れ
た
木
筒
と
で
は
、
厚
さ
の
法
量
分
布
に
違

い
が
予
想
で
き
る
が
現
状
で
は
比
較
す
る
に
足
る
資
料
が
少
な
い
。

３
　
木
簡
の
形
態
分
類

木
簡
学
会
に
よ
る
形
態
分
類
は
、
第
３
図
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

型
式
分
類
で
は
、
圭
頭
状
木
簡
が
区
別
で
き
な
い
点
な
ど
、
不
十
分
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
論
で
は
、
木
筒
の
製
作
技
法
を
反
映
し
た
、
新
た
な
形
態
分
類
を
提

起
す
る
。
な
お
、
本
稿
の
各
表
に
は
新
分
類
を
記
号
化
し
て
示
し
た
。

日
本
の
古
代
木
簡
は
、
器
物
に
墨
書
す
る
等
の
特
殊
な
目
的
の
も
の
を
除
き
、

極
め
て
単
純
で
、
次
の
二
形
態
に
大
別
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
さ
ら
に
上

。
下
端

部
の
成
形
に
よ
っ
て
三
形
態
に
細
分
可
能
で
、
木
簡
は
こ
の
五
つ
の
要
素
で
成

形
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い

（第
４
図
）
。

〔基
本
形
態
〕

Ａ
　
短
冊
形
‥
長
方
形
の
短
冊
形
で
、
側
面
に
キ
，
コ
ミ
等
の
加
工
を
施
さ
な

い
形
態
。
文
書
木
筒
に
多
い
。

Ｂ
　
荷
札
形
‥
側
面
の
両
端
部
付
近
ま
た
は

一
端
に
キ
リ
コ
ミ
を
施
す
形
態
。

荷
札
、
付
札
に
多
い
。

〔上

・
下
端

・
側
面
の
平
面
形
態
〕

ａ
　
直
頭
形
‥
端
部
を
直
線
的
に
成
形

・
調
整
し
た
も
の

〔
１
型
式
〕

ｂ
　
圭
頭
形
‥
端
部
を
山
形
に
成
形

・
調
整
し
た
も
の

〔２
型
式
〕

ｃ
　
切
込
形
‥
上

・
下
部
の
両
側
面
に
キ
リ
コ
ミ
を
入
れ
、
く
び
れ
を
成
形

・

調
整
し
た
も
の

〔
３
型
式
〕

ｄ
　
剣
先
形
‥
主
に
下
端
部
を
剣
先
状
に
尖
ら
せ
て
成
形

・
調
整
し
た
も
の

〔
４
型
式
〕

こ
れ
ら
の
基
本
形
態
を
木
簡
の
上
端

・
上
部
キ
，
コ
ミ
・
下
部
キ
，
コ
ミ
・

下
端
の
順
に

〔
１
〕
を
〔
４
〕
の
四
桁
の
数
字
に
し
て
示
し
、
型
式
番
号
と
す
る
。

な
お
、
加
工
の
な
い
場
合
は

〔０
〕
、
破
損
は

〔
８
〕
で
表
わ
す
。
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ま
た
機
能
上
の
目
的
か
ら
主
に
穿
孔
等
の
二
次
加
工
す
る
木
簡
が
あ
る
。

α
　
平
面
穿
孔
‥
表

。
裏
面
か
ら
上

・
下
部
ま
た
は
い
ず
れ
か
に
穿
孔
す
る
。

木
簡
成
形
時
に
穿
孔
す
る
も
の
は
少
な
く
、
既
存
の
出
土
例
の
大
半
は
、
記

載
後
穿
孔
す
る
。
木
筒
の
整
理
・
保
管
を
目
的
と
す
る
。

β
　
側
面
穿
孔
‥
左

・
右
側
面
か
ら
上
。
下
部
ま
た
は
い
ず
れ
か
片
方
に
穿
孔

す
る
。
木
簡
成
形
時
に
穿
孔
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。
冊
書
的
な
利
用
を
目
的

と
す
る
の
が
原
則
で
あ
術
ド

以
上
の
第

一
次
成
形
、
第
二
次
加
工
に
よ
っ
て
完
成
し
た
木
簡
形
態
を
記
号

化
す
る
と
表
１
１
の
通
り
と
な
る
。
本
論
で
は
、
形
態
の
表
記
法
に
こ
れ
を
取

込

棚
Ｉ

Ｆ

‐３。ｉ畳

‐３３‐図

Ｂ

莉
Ｏ

練
紳

け

騨

件
和
穆
響
該
歩椴
修兵

“

I型式

θ39型式

短冊形

(直頭〉

古代木簡の形態分類



入
れ
、
従
来
の
表
記
法
を
併
記
し
て
そ
の
有
効
性
を
示
す
こ
と
と
す
る
。
次
章

以
下
で
は
、
上
記
の
形
態
分
類
や
観
察
結
果
を
表
に
集
計
し
、
各
要
素
の
ま
と

ま
り
と
記
載
内
容
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
な
る
。

一
一　
都
城
の
木
簡
製
作
者
と
記
載
者

本
章
で
対
象
と
す
る
木
簡
群
は
、
長
岡
京
太
政
官
厨
家
跡

（左
京
三
条
二
坊

八
町
―
旧
条
坊
呼
称
で
は
二
条
二
坊
六
（］

）
出
上
の
文
書
木
簡

（請
飯
文
書
と
勘

検

・
検
収
整
理
札
）
で
あ
る
。

１
　
木
簡
の
出
土
状
況

木
衡
群
は
宅
地
の
二
箇
所
か
ら
出
土
し
て
い
る
（第
５
図
、
表
１
２
）
。
請
飯

文
書
及
び
安
万
呂
の
検
収
整
理
札
は
中
央
溝
Ｓ
Ｄ
一
三
〇

一
の
上
層
か
ら
出
土

し
た
。
そ
の
出
土
状
況
を
三
ｍ
毎
に
分
区
し
た
地
区
割
で
み
る
と
、
請
飯
文
書

は
大
半
が
二
三
区
か
ら
、
検
収
整
理
札
は
二
三

。
二
五
区
か
ら
出
上
し
て
い
る
。

共
伴
し
た
紀
年
木
筒
は
、
延
暦
二

・
三
年

（題
銀
）
か
ら
九
年
五
月
ま
で
あ
る
。

そ
の
大
半
は
延
暦
八
年
か
ら
九
年
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
延
暦
八
年
度
に
使
用
さ

れ
た
木
衛
が
官
司
か
ら

一
括
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
術
ド

請
飯
文
書
の
書
式
を
分
析
し
た
今
泉
隆
雄
氏
は
、
月
日
の
上
に

「書
手
」
等

と
支
給
対
象
者
を
記
す
も
の
を
ａ
類
、
記
さ
な
い
も
の
を
ｂ
類
と
し
た
。
月
日

順
に
並
べ
る
と
九
月
を

一
一
月
ま
で
が
ａ
類
、　
三

一月
か
ら
六
月
ま
で
が
ｂ
類

と
分
か
れ
、
こ
れ
ら
が

一
年
度
分
の
太

政
官
厨
家
に
お
け
る
請
飯
の
仕
事
の
記

録
で
あ
る
こ
と
を
解
男
し
れ
．

一
方
、
宅
地
の
南
西
隅
の
濤
Ｓ
Ｄ
五

二
〇
二
は
、
小
規
模
な
調
査
で
あ
っ
た

た
め
、
そ
の
実
態
は
全
く
不
明
で
あ
る

が
、
わ
ず
か
二
ｍ
ほ
ど
の
間
に
、
ほ
と

ん
ど
木
簡
の
み
で
堆
積
す
る
層
が
あ
り
、

一
括
廃
棄
さ
れ
た
こ
と
は
歴
然
と
し
て

い
る
。
紀
年
木
簡
に
は
、
延
暦
七
年
か

ら

一
二
年
ま
で
が
あ
り
、
そ
の
大
半
は

延
暦
九
年
以
降
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
二
出
土
木
筒
は
、
ｓ

Ｄ
一
三
〇

一
出
土
木
簡
よ
り
使
用
や
廃

乗
の
時
期
が
新
し
い
木
簡
群
と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
。

し
か
し
い
ず
れ
の
遺
構
の
木
筒
群

も
、
そ
の
内
容
か
ら
太
政
官
厨
家
で
使

用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違

い
な
い
。

表-1 古代木簡の形態・機能・製作手法観察項目一覧

口
日
り

成形・調整手法 Bケ ズリ
ｅ
一角
形
）

Ｃ

キ

リ

カ

キ

（台
形
）

Ｄ
キ
リ
オ
ト
ン

Ｅ
穏

〉

平面ケズリ

部 位

器＼違
穿  子L ａ

平
面

ｂ
側
面

ハ
ト

r平面 β側面

上端 ①・214・ 8・ 9 ○ ○ 表 面

上部 O③ 8・ 9 ○ ○ ○ 裏  面

下部 0。③・89 ○ ○ 〇 右側面

下端 1・②・489 ○ O 左側面

0無8破損 9削 層〔型式番号〕1直頭形 2圭頭杉 3切込形 4剣先形
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表
-2
 
左
京
三
条
二
坊
八
・
九
町
の
木
簡
分
布
状
況

条
坊
町
名

左
京
三
条
二
坊
八
町
(二
条
二
坊
六
町
)太
政
官
厨
家
跡

案
=功
坊
間
月
喘

“

町
(十
一
,

調
査
次
数
L8
01
8
L8
56
6

L2
2

礁
SD
52
02

I

諸
飯
米
簡

()
は
軽
間
氏
詣
版

1
1
2

1 1)

地
子
荷
ホし

()
は
近
江

I
２‐ ０

1
22 (3
)

札 主 呂
噂 簿 博

検 く ぐ

3
1
4

(1
)

の ③
17
〉

(8
)

越
前
國
米
荷

札
9
2
1

伊
与
議
岐
図
米

荷
オし
()
は
譲
残

造
皆
関
係

2

そ
の
他

5
5
2
5

27
86
 1

合
 
計

1
1
6
50
15
61

3
3
5

77
中
層
:木
簡
一
括
投
薬
の
層



２
　
請
飯
木
簡
の
製
作
者

望
　
請
書
手
飯
四
升
十
月
三
日
軽
間
嶋
粉

〔
ａ
類
〕

２３
　
請
飯
四
升
二
月
十
三
日
軽
間
嶋
粉

　

〔
ｂ
類
〕

（頭
の
番
号
は
各
関
係
表
の
番
号
。
以
下
同
じ
。）

太
政
官
厨
家
跡
出
上
の
木
簡
に
は
飯
を
請
求
す
る
木
筒
が
総
数
二
九
点
あ
る
。

こ
の
内
、
台
八
雲
と
軽
間
嶋
粉
が
請
求
し
た
も
の
が
二
三
点
あ
り
、
そ
の
端
面

の
成
形

。
調
整
に
つ
い
て
観
察
し
た
結
果
が
表
１
３
で
あ
る
。

〔９
を
・４
〕

と

〔
・５
を
３２
〕
と
で
相
違
点
の
第

一
は
、
前
者
は
第

一
次
成
形
の
痕
跡
が
調
整
に

よ
っ
て
完
全
に
削
ら
れ
て
お
コ
、
後
者
は
大
半

（八
三
％
）
が
キ
リ

。
オ
ジ
技

法
の
痕
跡
を
残
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
第
二
は
、

【
１４
ｉ
３２
〕
に
ケ
ズ
リ
技
法

が
、
側
面
と
平
面
の
二
方
向
か
ら
て
い
ね
い
に
加
え
ら
れ
て
い
る

（六
七
％
）

点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
製
作
方
法
の
違
い
は
、
今
泉
氏
の
分
類
し
た
書
式

（
ａ

・
ｂ
類
）
に
は
対
応
せ
ず
、　
一
枚
の
例
外
を
除
い
て
、
請
飯
の
主
体
者
に
対
応

し
て
い
る
。
例
外
で
あ
る

〔
１４
〕
は

〔
・３
〕
と
同
材
で
あ
り
、
　
一
本
の
長
い

原
木

（板
材
原
木
）
か
ら
切
断
さ
れ
た
木
簡
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

（図
版
七
十
③
●
④
）。
〔
１３
〕
の
日
付
は
十
月
二
日
、
〔
１４
〕
が
十
月
三
日
で
あ
る

か
ら
、
切
断
は
十
月
二
日
に
八
雲
の
手
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

八
雲
の
製
作
技
法
は
、
端
面
を
側
面
ケ
ズ
リ
に
よ
っ
て
調
整
す
る
方
法
で
あ
る

か
ら
、

〔
１４
〕
は
八
雲
に
よ
っ
て
先
に
調
整
さ
れ
て
い
た
が
、
未
記
載
で
あ

っ

た
と
理
解
す
れ
ば
わ
か
り
や
す
い
。
木
筒
の
製
作
技
法
は
、
木
簡
記
載
者
の
個

性
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
木
簡
の
製
作
技
法
が
同
じ
で
あ
れ

r長 岡京本簡―Jの木簡碁号。
両端キリ オリ技法。釈文の数字は木簡では漢数年。

表 -3 〔請飯木簡〕の製作技法

考所 8月 10日 左船人吉
右葛井千縄

考所ユ0月 1日 雅万呂

書手10月 10日 垂八雲
3月 ■日整間鳴粉

馬手 9月 23日 入蜜

書J110月 2日 入雲

善手10月 3口 聾問喝粉

書手IO月 12口 難問嗚粉

書手10月 13日 盤間鳴粉

き手10月 17日盤問鳴粉

書手10月 26日 整間鳴粉

香子■月 9口 整問鳴粉

書手11月 つ口軽間鳴粉

昏手11月 10口 軽問鳴粉



考古資料としての古代木簡

ば
、
基
本
的
に
は
同

一
者
が
作
り
、
記
載
し
た
と
判
断
で
き
る
。
た
だ
、
木
簡

を
日
常
的
に
使
用
す
る
官
司
で
は
、
本
筒
原
木
が
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
、
例
外
的
に
記
載
者
と
製
作
者
が

一
致
し
な
い
場
合
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
請
飯
文
書
の
法
量
を
比
較
す
る
と
第
６
図
の
通
り
と

な
る
。
飯
の
支
給
対
象
を
記
載
す
る
ａ
類
は
長
く
、
記
さ
な
い
ｂ
類
は
短
い
。

切
断
後
に
文
字
が
記
さ
れ
た
と
す
る
と
、
こ
の
事
実
も
ま
た
木
簡
製
作
者
が
あ

ら
か
じ
め
木
簡
記
載
内
容
を
熟
知
し
て
い
た
こ
と
、
即
ち
製
作
者
＝
記
載
者
で

あ
る
可
能
性
を
補
強
す
る
。
ま
た
、
直
接
の
同
材
関
係
は
確
認
し
得
な
い
が
、

グ
ラ
フ
が
縦
長
に
分
布
し
て
い
る
様
相
は
、
木
筒
の
原
木
に
板
材
が
使
用
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

さ
て
、
キ
リ

。
オ
リ
技
法
を
用
い
る
軽
間
鳴
粉
の
木
筒
は
、
上
端
ま
た
は
下

端
の
ど
ち
ら
か

一
端
に
キ
リ

。
オ
リ
の
痕
跡
を
残
す
例
が
大
半
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
板
材
原
木
が
三
分
割
以
上
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
半
折
さ
れ
た
結
果
と
評

価
で
き
る
。
こ
の
事
実
は
、
文
書
木
簡
の
性
質
か
ら
も
首
育
で
き
る
。
つ
ま
り
、

貢
進
物
荷
札
の
よ
う
に
記
載
内
容
が
毎
年

一
定
し
て
い
る
場
合
に
は
、
長
さ
の

平
均
化
が
求
め
ら
れ
る
が
、
行
政
事
務
の
よ
う
に
、
多
種
多
様
な
文
書
が
必
要

な
官
司
で
は
、
長
さ
の
調
整
可
能
な
板
材
原
木
の
方
が
利
用
に
便
利
だ
か
ら
で

あ
る
。
ま
た
、
や
や
文
字
量
の
多
い
ａ
類
の
長
さ
の
分
布
範
囲
が
ｂ
類
に
比
し

て
広
い
の
は
、
元
来
長
ぐ
作
ら
れ
て
い
た
原
木
を
、
三
分
の
一
に
近
い
中
央
付

近
を
目
分
量
で
切
断
し
た
結
果
、
長
い
木
簡
原
材
と
短
い
木
簡
原
材
が
で
き
、

そ
の
両
方
を
使
用
し
た
こ
と
に
よ
ろ
う
。

倶

帥
　
御
　
獅
　
如
　
獅

３
　
検
収
整
理
札
の
製
作
者

４３
　
三
月
九
日
　
安
万
呂

９
　
七
月
十
八
日
　
福
主

右
の
よ
う
に

「
日
付
■
人
名
」
と
い
う
単
純
な
内
容
を
も
つ
木
簡
が
あ
る

（表
１
４
、
図
版
七
十
⑥
●
ω
）。　
物
品
の
検
収
の
た
め
に
用
い
た
と
推
定
で
き
、

検
収
整
理
札
と
称
す
る
。
Ｓ
Ｄ

一
三
〇

一
か
ら
九
点
、
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
二
か
ら

一

八
点
出
土
し
て
い
る
。
大
半
が
短
冊
形
で
、
製
作
技
法
は
限
ら
れ
て
お
り
、
識

別
が
難
し
い
が
、
第

一
次
成
形
の
方
法
に
よ
り
二
群
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
い

ず
れ
も
キ
リ

。
オ
リ
技
法
を
用
い
る
。

〔
４３
１
４８
〕
は
、
表

上
異
両
面
か
ら
キ
リ
ロ
を
入
れ
た
後
、
折
る
技
法
を
と

る
。　
こ
れ
に
対
し
、

〔
８
を
１３
〕
は

一
面
か
ら
の
み
キ
リ
ロ
を
入
れ
て
折
る
。

超
縦
長
分
布

○ 同材関係

rよ 同材関係
縦長分布  ()は破片

第 6図 〔請飯木簡〕の法量分布 (単位理)
荻字は『長岡京木簡一』の木簡番号



両
者
は
端
部
の
調
整
を
ほ
と
ん
ど
加
え
て
い
な
い
。
製
作
方
法
が
単
純
と
い
う

点
は
、

「検
収
整
理
札
」
の
機
能
を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い
。　
さ
て
、
両
技

法
に
対
応
す
る
の
は
人
名
で
あ
り
、
前
者
は
安
万
呂
、
後
者
は
福
主
の
署
名
木

簡
で
あ
る
。
例
外
的
に

〔
５．
〕
は
、
表
面
の
一
端
か
ら
の
キ
リ

。
オ
リ
技
法
で

切
断
し
、
側
面
か
ら
部
分
的
に
ケ
ズ
リ
を
加
え
る
。
こ
の
署
名
者
は
軽
間
嶋
粉

で
あ
る
。
軽
間
嶋
粉
の
製
作
技
法
は
前
項
の
請
飯
木
簡
で
検
討
し
た
が
、
キ
フ

。
オ
リ
＋
側
面

。
平
面
ケ
ズ
リ
技
法
で
あ
り
、
本
例
に
近
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
検
収
整
理
札
の
製
作
者
も
記
載
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で

き
た
。

な
お
、
検
収
整
理
札
で
は
、
両
端
を
キ
ヅ

。
オ
ツ
す
る
例
が
確
認
可
能
な
木

筒

一
〇
点
の
内
四
点
あ
る
。
第
７
図
の
木
簡
の
法
量
分
布
を
み
て
も
わ
か
る
通

り
、
検
収
整
埋
札
は
明
ら
か
に
他
の
木
簡
よ
り
短
い
。
適
当
な
材
を
利
用
す
る

の
で
は
な
く
、
請
飯
木
簡
に
用
い
た
の
と
同
じ
四
〇
銀
近
い
原
木
を
切
断
し
て

製
作
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
場
合
、
端
部
の
成
形
痕
の

残
存
状
況
か
ら
、
原
木
は
三
分
割
さ
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
こ
こ
で
も
板

材
原
木
と
い
う
他
の
用
途
に
用
い
た
の
と
同
質
の
木
筒
原
木
が
用
い
ら
れ
た
。

な
お
、
木
筒
の
長
さ
も
、
安
万
呂
が
や
や
長
く
、
福
主
が
や
や
短
く
作
る
と
い

う
個
性
を
反
映
し
て
い
る
。

４
　
勘
検
署
名
木
衛
の
製
作
者
と
記
載
考

症翠　　　　ｍ　　　ｍ

‐２

５‐

蹴

嘉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弾
鞘
０

第 7図 〔検収整理札〕の法量分布
(単位はllull)

数字は表-4の木簡番号

Noは 43～ 51は 「長岡京木簡一Jの木簡番号。
No 8～ 13は 第 8回木簡学会 (1986年 )清水み き氏発表資料の整理番号。
側面ケズリのKは圭頭を示す。◎は両端キリ・オリ技法。
他に12点 あるが断片等で観察し得なかった。

表-4 〔安万呂。福主検収整理札〕の製作技法

Wo 釈  文 (抄 )

Ａ
キ

リ

。
オ
リ

Bケズリ 学会
型
式
番
号

山
中
型
式
番
号

備  考
側

面
平

面

二月九 日安万呂 ◎ 11 以下S D 1301・ B

間二月十四 日安万呂 ◎ O 11 延暦 9年

四月五日安万E ◎

四月八 日安万呂 ③ ○

四月八 日安万呂 ◎ ○ ll

四月八 日安万呂 ◎

四月十五日安万呂 11

(十六 )日 安万呂

世五 日軽間嶋粉 ○ ○

8 □大伴乃福主 ○ KO 以下 S D5202

9 七月十八 日福主 ○ 1001

七月八 日福主 ○ 1001

七 月十□ 日福主 ○

七月十七 日福 X ○

八月十七 日福□ ○



と
こ
ろ
で
、
こ
の
木
簡
を
、
記
載
者
で
あ
る
大
友
醜
床
呂
が
作

っ
た
と
す
る

な
ら
、
基
本
的
に
八
点
は
同

一
技
法
で
作
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

木
簡
の
製
作
技
法
に
着
日
し
て
み
る
と
、
表
１
５
の
通
り
、
５９
１
６２
は
キ
リ

・

考古資料としての古代木簡

宮
g自
巳 ::ξ :真 せ  67 53 !3 i

ξ tt ε命葺を奨皆【
鳥うご

Vし

呆姦妄露
も て か て 筒 床 万 の
異 い し 記 群 呂 呂 日

釈  文 (抄 )

Bク ズリ
学
会
型
式
番
号

山
中
型
式
番
号

備  考
側

面

平

面

59 二月十三 日秦「安麻呂」 ○ KO ○ 2002

五月十三日秦「安万呂」 KO 2002

五月十二 日秦「安麻呂」 KO 11 2002 60と 同材

五月十二 日秦「安麻E」 ○ KO

五月七 日 「肋万呂」 ○ 11

(五 )月 七 日「肋万呂」

五月七 日 「肋万呂」 ○ ○

五月七 日 「肋万呂」

Noは 「長岡京木簡一Jの木簡番号。
側面ケズリの Kは圭頭を示すと△はオ リ技法、▽はキ リ技法。

表-5〔近江国米綱丁大友醜麻呂検収札〕の製作技法

オ
ヅ
技
法
で
成
形
、
側
面
ケ
ズ
リ
技
法
に
よ
っ
て
調
整
す
る
。
こ
れ
に
対
し
６３

１
６６
は
オ
リ
技
法
に
よ
っ
て
成
形
し
、
側
面
ケ
ズ
リ
や
平
面
ケ
パ
リ
に
よ
っ
て

部
分
的
に
調
整
し
て
い
る
。
木
簡
製
作
の
技
法
は
、
明
ら
か
に
異
な
っ
て
お
り
ぃ

同

一
人
が
木
筒
を
作

っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
署
名

者
に
注
目
し
て
み
る
と
、
前
者
に
安
万
呂
、
後
者
に
肋
万
呂
が
サ
イ
ン
し
て
い

る
。
木
簡
製
作
技
法
は
署
名
者
に
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
木
筒
製
作
の
情
景
を
再
現
す
る
と
、
「安
万
呂

・
肋
万
呂
は
木
衝
原
材

を
作
る
と
、
米
の
搬
入
責
任
者
で
あ
る
大
友
醜
床
呂
に
渡
し
、
勘
検
の
た
め
必



要
な
内
容
を
記
載
さ
せ
、
出
来
上

っ
た
札
に
署
名
だ
け
を
加
え
た
」
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、　
一
連
の
木
簡
は
署
名
し
て
保
管
す
る
こ
と
に
意
義
が

あ

っ
た
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
そ
の
機
能
は
、
先
の

「
日
付
十
人
名
」
と
似
た

検
収
整
理
札
的
機
能
を
果
た
し
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。

②
　
紀
伊
国
地
子
塩

・
美
濃
国
米
綱
丁
の
木
簡

近
江
国
と
同
様
の
表
記
方
法
を
と
る
も
の
に
美
濃
国
木
簡
が
あ
る

（表
１
６
）。

〔
６７
〕
は
延
暦
九
年
二
月
十
九
日
の
日
付
と
秦
安
万
呂
の
署
名
が
あ
る
。
他
は

同
年
五
月
二
十

一
日
付
で
署
名
が
な
い
。
製
作
技
法
に
着
目
す
る
と
、

【
６７
〕

は
キ
リ

・
オ
リ
技
法
＋
側
面
ケ
ズ
リ

（圭
頭
）
技
法
で
、
近
江
国
の
安
万
呂
署

名
木
簡
と
同
技
法
、

〔
６８
ぞ
７０
〕

は
ォ
リ
技
法
と
部
分
的
な
ケ
ズ
リ
調
整
で
、

明
ら
か
に
安
万
呂
製
作
で
は
な
い
。
先
の
近
江
国
の
肋
万
呂
署
名
木
簡
と
同
じ

技
法
を
と
る
。
こ
こ
で
も
木
簡
製
作
者
と
署
名
者
に
強
い
関
連
が
あ
る
。
但
し
、

二
月
二
十

一
日
分
に
署
名
の
な
い
理
由
は
明
ら
か
に
し
難
い
。

一
方
、
紀
伊
国
木
簡
は
、
地
子
塩
三
斗
と
あ
り
、
他
の
三
国
と
は
や
や
内
容

を
異
に
す
る
。
そ
の
上
、
木
簡
の
形
態
も
キ
リ
コ
ミ
の
あ
る
荷
札
形
で
あ
る
。

綱
丁
名
も
な
く
、

「安
万
呂
」
の
署
名
が
三
点
に
あ
る
が
、　
こ
れ
ま
で
の
安
万

呂
署
名
木
簡
と
は
製
作
技
法
を
全
く
異
に
し
て
い
る
。
署
名
以
外
の
文
字
は
相

互
に
同
筆
と
さ
れ
て
い
範
〆
、
製
作
技
法
も
側
面
ケ
ズ
ジ
を
多
用
し
、
キ
リ
カ

キ

（三
角
形
）
技
法
に
よ
リ
キ
リ
コ
ミ
を
成
形
す
る
等
、
共
通
し
、
同

一
人
が

製
作

。
記
載
し
た
可
能
性
は
高
い
。
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
木
筒
は
、
紀
伊
国
で

荷
札
と
し
て
製
作

・
記
載
さ
れ
、
長
岡
京
太
政
官
厨
家
に
送
ら
れ
、
安
万
呂
が

以
上
、
都
城
の
文
書
木
簡
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
次
の
よ
う
な
点
で

あ
る
。

１
　
中
央
官
司
で
あ
る
長
岡
京
太
政
官
厨
家
跡
出
土
木
筒
の
製
作
技
法
と
記

載
者
に
は
明
確
な
関
連
が
認
め
ら
れ
、　
一
般
的
に
木
簡
は
製
作
者
が
記
載

し

た
。

Noは 『長岡京木簡一Jの本簡番号。
側面ケズリのKは圭頭 を示す。△はオリ枚法。

表 -6〔紀伊国地子塩勘検札と美濃日米綱丁検収札〕
の製作技法

勘
検
署
名
し
た

と
す
る
方
が
自
然

　

１

で
あ
ろ
う
。
こ
れ

ら
の
日
付
が
二
点

と
は
い
え
異
な
る

こ
と
も
参
考
に
な

玄

Ｏ

。

釈  文 (抄 )

Ａ
キ

リ

。
オ
リ

Bケズリ
Ｃ
キ

リ

カ
キ

学
会
型
式
番
号

山
中
型
式
番
号

備 考

側

面

平
面

紀伊国進地子塩「三斗安万呂」 KO ○ 延暦 9年 3月 9日

紀伊国進地子塩二十「安万呂」 ○ ○

]伊国地子塩三斗「安万呂」 ○ 延暦 9年 3月 7日

紀伊国匡 ○ ○ 39

・美濃国米綱T勝栗万呂 O KO 51 延暦 9年 5月 19日「葬安万呂」

・美濃国米綱丁勝栗万呂 ○ 11 延暦 9年 5月 21日

・美濃国米綱丁勝栗万呂 KO Iユ 延暦 9年 5月 21日

・美濃国米綱丁勝栗万呂 11 延暦 9年 5月 21日  69と 同材



考古資料としての古代木簡

２
　
木
簡
原
材
を
入
手
す
る
に
際
し
、
製
作
す
る
木
筒
の
用
途
に
応
じ
て
、

木
簡
原
木
の
材
質
、
形
状
、
法
量
が
予
め
選
択
さ
れ
る
。

３
　
木
簡
原
木
は
、
木
筒
原
材
を
形
成
す
る
過
程
に
施
す
技
法
に
強
い
影
響

を
与
え
る
。

４
　
長
岡
京
太
政
官
厨
家
跡
出
上
の
近
江

・
美
濃

・
紀
伊
国
か
ら
の
綱
丁
や

地
子
塩
の
木
簡
は
、
い
ず
れ
も
荷
札
と
さ
れ
て
き
た
が
、
製
作
技
法
の
検

討
に
よ
り
、
前
二
者
が
検
収
整
理
札
、
後
者
が
貢
進
物
荷
札

（に
勘
検
を

加
え
た
札
）
で
あ

っ
た
と
わ
か
る
。

〓
一　
貢
進
物
荷
札

の
製
作
者
と
記
載
者

本
章
で
対
象
と
す
る
木
筒
群
は
、
平
城
官
内
裏
外
郭
内
土
媛
Ｓ
Ｋ
八
二
鯨
ゃ

平
城
京
出
土

「
二
条
大
路
木
鯨
ギ

平
城
宮
基
幹
排
水
溝
ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
、
長

岡
京
太
政
官
厨
家
跡
木
師
ざ
あ
る
。

１
　
木
衝
出
土
状
況

平
城
官
内
裏
外
郭
内
東
北
隅
か
ら
検
出
さ
れ
た
土
疲
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
は
、　
一
辺

四

。
Ｏ
ｍ
の
方
形
、
深
さ
約
二

。
二
ｍ
の
大
規
模
な
ご
み
捨
て
穴
で
あ
る
。
土

羨
の
堆
積
状
態
は
、
下
層
が
五
ｃｍ
内
外
の
樹
葉
を
中
心
と
し
た
自
然
遺
物
層
、

中
層
が
有
機
質
を
多
量
に
含
ん
だ
暗
掘
色
を
し
て
い
る
約
五
〇
伽
の
土
層
、
上

層
が
赤
褐
色
の
堆
積
土
で
あ
る
。
総
数

一
八
四
三
点
の
木
簡
の
大
半
は
中
層
か

ら
出
上
し
た

（第
８
図
）
。
特
に
木
簡
の
残
存
状
況
や
、
上
層
の
埋
没
状
況
か

ら
、
木
簡
を
中
心
と
す
る
遺
物
は
、
極
め
て
短
期
間
に

一
括
し
て
投
棄
さ
れ
た

も
の
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
紀
年
木
衛
は
養
老
二

（七

一
八
）
年
か
ら
天
平

一

九

（七
四
七
）
年
の
三
〇
年
間
に
及
ぶ
が
、
そ
の
内
の
六
〇
％
が
天
平

一
七
を

一
九
年
の
三
箇
年
に
集
中
し
て
お
り
、
天
平

一
九
年
を
あ
ま
り
下
ら
な
い
時
期

に
投
棄
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
章
で
検
討
の
対
象
と
す
る
参
河
国
か
ら
の

贄
貢
進
木
簡
の
一
点
に
も
聞
九
月
表
記
の
も
の
が
あ
り
、
投
棄
時
期
に
近
い
天

平

一
八
年
に
比
定
で
き
、　
一
括
性
が
高
い
資
料
と
い
え
る
。

「
二
条
大
路
木
簡
」
と
は
、
長
屋
王
邸
宅
の
す
ぐ
北
側
に
当
た
る
二
条
大
路

南
北
両
側
溝
に
平
行
に
掘
削
さ
れ
た
、
東
西
に
長

い
溝
状
の
上
城
Ｓ
Ｄ
五

一

〇
〇
（南
）
、
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇

・
五
三

一
〇

（北
）
か
ら
出
土
し
た
木
簡
で
あ
る

（第
９
図
）
。

（‐９
）

既
に
渡
辺
晃
宏
氏
の
指
摘
す
る
通
り
、
Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇
で
は
、
四
二
ぞ
四
八

区
と
い
う
土
羨
西
端
付
近
に
貢
進
物
荷
札
が
集
中
し
、
北
側
の
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇

で
は
、
二
九
区
に
近
江
国
庸
米
木
簡
が
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
保
管
先
が
異
な

っ
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
両
遺
構
間
に
共
通
す
る
内
容

の
木
簡
が
あ
る
他
、
同
じ
Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇
内
で
も
、
全
く
同
文
の
伊
豆
国
木
簡

が

一
一
区
と
四
二
区
と
い
う
遠
隔
地
点
か
ら
出
土
す
る
等
、
複
雑
な
投
棄
状
況

を
示
し
て
い
る
。
紀
年
木
簡
は
ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
が
神
亀
五

（七
二
八
）
年
か
ら

天
平
八

（七
三
六
）
年
、
ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇
が
天
平
四

（七
三
二
）
年
か
ら
天
平

一
一

（七
三
九
）
年
に
及
び
、
前
者
で
は
九
〇
％
が
天
平
七
、
八
年
に
、
後
者
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考古資料としての古代木簡

で
は
八
二
彰
が
天
平
七
、
八
年
に
集
中
す
る
。
こ
の
よ
う
な
出
土
状
況
に
対
し
、

寺
崎
爆
広
氏
は
、
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
の
紀
年
木
簡
が
天
平
八
年
十
二
月
で
終

っ
て

い
る
点
に
注
目
し
、
そ
の
廃
乗
の
要
因
に
、
天
平
九
年
七
月
十
三
日
、
天
然
痘

に
よ
り
死
亡
し
た
藤
原
床
呂
と
の
関
係
を
指
摘
し
て
い
価
．
本
章
で
対
象
と
す

る
参
河
国
木
筒
に
は
、
関
七
月
の
記
載
が
あ
り
、
天
平
八
年
に
相
当
す
る
他
、

隠
伎
国
木
簡
に
は
、
天
平
四
を
八
年
、
伊
豆
国
木
簡
に
は
天
平
七
、
八
年
の
年

紀
の
も
の
が
あ
つ
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
諸
国
か
ら
貢
進
さ
れ
た
木
簡
群
と
わ
か

る
。　
な
お
、
観
察
し
得
た
の
は

『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
筒
概
報

（二
十

一
ご
―
二
条
大
路
木
簡

一
―
』
盆

九
九
〇
年
）
掲
載
の
木
簡
が
大
半
で
、
近
江

国
庸
米
木
簡
だ
け
は

『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
筒
概
報

（二
十
四
）
十
二
条

大
路
木
簡
二
十
』
盆

九
九
〇
年
）
掲
載
分
を
実
見
し
た
。

２
　
参
河
国
播
豆
郡
三
島
の
贄
貢
進
荷
札
の
製
作
技
法

①
　
郷
埋
制
下
の
木
簡
群
を
コ
一条
大
路
木
簡
」
を

二
条
大
路
路
面
Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇
出
上
の
参
河
国
贄
貢
進
荷
札
は
三
三
点
、
他

に
調
木
簡
が

一
点
あ
る
。
こ
れ
ら
の
木
筒
製
作
技
法
を
ま
と
め
た
の
が
表
１
７

で
あ
る
。
木
簡
の
年
代
は
、
先
の
出
土
状
況
及
び

〔
‐８‐
〕
の
閏
七
月
年
紀
の
木

簡
に
よ
り
天
平
八
年
前
後
の
も
の
と
推
定
で
き
る
。

製
作
技
法
に
着
目
す
る
と
、
ほ
ぼ
全
て
の
木
筒
の
端
面
調
整
に
側
面
ケ
ズ
，

技
法
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、　
一
部
の
例
外

（１９３
・
‐８８
。
‐９７

・
‐９９
）
を
除

い
て
、
木
筒
原
材
入
手
に
割
載
技
法
に
よ
る
原
木
が
用
い
ら
れ
た
結
果
を
反
映

し
て
い
よ
う
。

さ
て
、
参
河
国
木
簡
は
、
大
半
が
キ
リ
コ
ミ
を
有
す
る
荷
札
形
で
、
篠
嶋
か

ら
の
貢
進
木
衛
に
限

っ
て
短
冊
形
が
あ
る
。
そ
こ
で
主
に
キ
ジ
ヨ
ミ
の
特
徴
に

注
目
す
る
と
、
半
円
形
に
エ
グ
リ
を
入
れ
る
木
簡
群
と
そ
う
で
な
い
木
簡
群
に

わ
か
れ
、
前
者
は
析
嶋
か
ら
の
貢
進
物
荷
札
に
多
く
、
篠
嶋
木
簡
に
少
な
い
と

い
う
傾
向
が
看
取
で
き
る
。

ａ
　
篠
嶋
の
技
法
群

〔
Ｓ
Ｉ
１
１
群
〕
キ
リ
オ
ト
シ
技
法
群
‥
半
円
形

エ
グ
リ
に
近
い
キ
，
オ
ト
シ

の
技
法
で
あ
る
。
正
月
と
三
月
が
あ
る
。

【
Ｓ
Ｉ
１
２
群
〕
キ
リ
カ
キ
技
法
群
‥
三
角
形
キ
リ
カ
キ
技
法
の
み
を
用
い
る
。

三

。
七

・
十

一
月
が
あ
る
。

〔
Ｓ
Ｉ
１
３
群
〕

エ
グ
フ

・
キ
リ
カ
キ
技
法
群
‥
半
円
形

エ
グ
リ
技
法
と
三
角

形
キ
，
カ
キ
技
法
が
混
在
す
る
技
法
群
で
あ
る
。
閏
七
月
が
あ
る
。

〔
Ｓ
Ｉ
１
４
群
〕
側
面
ケ
ズ
ヅ
技
法
群
‥
短
冊
形
で
調
整
に
側
面
ケ
ズ
リ
技
法

の
み
を
用
い
る
。
六
月
と
十

一
月
が
あ
る
。
但
し
、
六
月
は
析
嶋
の
別
群
の
可

能
性
も
あ
る
。

ｂ
　
析
嶋
の
技
法
群

〔
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｉ
群
〕

エ
グ
ヅ
技
法
群
‥
半
円
形

エ
グ
ツ
技
法
の
み
で
成
形
す
る
。

二

・
四

・
八
月
が
あ
る
。

【
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ⅱ
群
〕
キ
ツ

。
オ
ツ
技
法
群
‥
第

一
次
成
形
時
の
キ
リ

・
オ
リ
技
法

の
痕
跡
を
明
瞭
に
残
す

一
群
で
、
キ
リ
コ
ミ
に
は
、
半
円
形

エ
グ
リ
と
三
角
形



表-7〈赤河国播豆郡・贄〉二条大路土疲 S D5100出 土木簡の製作技法

製
作
技
法
群

No 釈   文 (抄)

Ａ

キ

リ

・
オ

リ

Bケ ズリ
Ｃ
キ
リ
カ
キ
三
角
形

Ｄ
キ
リ
オ
ト
シ
台
形

Ｅ

エ
グ
リ
半

円
形

学
会
型
式
番
号

山
中
型
式
番
号

備  考
側
面
平
面

ＳＩ
　
ｌ
　
　
群

篠嶋正月 須々岐楚割 〇 〇 贅 六斤

篠嶋二月 佐米楚割 O ○ (O) 贅 六斤

篠鳴 一―――― 〇 ○ 〇

―

 毛都楚割 O ○ (O) 8831 贅 六斤

□鳴□月 ○ O 1388

Ｓ‐
　
２
　
　
群

篠嶋二月 赤魚楚割 ○ ○ 贄 六 斤

篠嶋二月 宇波賀楚割 ○ ○ 贄 4斤 1両

篠鳴七月 佐米楚割 ○ ○ 贄 六斤

篠嶋十一月 □楚割 O ○ 贅 六斤太

篠鳴 ―――十~一 O (○ )

〔SI〕

3群

篠嶋 ―――一―一 O ○ ○

篠嶋間七月 鯛楚割 ○ ○ 贅 六斤天平8年

〔SI〕

4群

183 篠嶋十一月 O 1088 贅

六月 佐米楚割 ○ 贄 六斤

ＳＡ
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
群

析鳴二月 ――――― O ○ 贄

析嶋四月 佐米楚割 〇 ○ 1388 贅 六斤

析嶋四月 佐米楚割 O ○ 贅

析嶋八月 佐米楚割 O ○ 六斤

析嶋 ―一一――一 ○ 〇 1388

203 析嶋 ―一一――― O ○

析嶋 ―――――― 〇 ○ 1388

二月 毛都楚割 O ○ 8831 贅 六斤

〔SA〕

II

群

析嶋六月 ○ ○ O O 贄

析嶋八月 佐米楚割 ○ ○ ○ 六 斤

析嶋十月 毛都楚割 ○ ○ (O) ○ 贄 六斤

析嶋二月 宇波賀楚匡 ○ ○ O 〇 贅

〔SA〕

HI

群

析嶋六月 ○ ○ ○ 費

析嶋十月 ――――― ○ (?) ○ ○

析嶋郷七月 鯛楚割 ○ ○ ○ 1331 贄 六斤

析嶋郷入月 佐米楚割 O 〇 ○ 8831 贄 六斤

不
　
　
　
明

析嶋四月 佐米楚割 贅

析嶋入 ―――一―

析鳴 ―――――一

□鳴 調小凝 ○ 調 六斤

Nαは『平城宮発掘調査出土木簡概報(二十二)一二条大路木簡一―』の木簡通し番号。



考古資料としての古代木簡

キ
リ
カ
キ
を
併
用
す
る
。
三

・
六

・
八

。
十
月
が
あ
る
。

〔
ｓ
Ａ
Ｉ
Ⅲ
群
〕
平
面
ケ
ズ
ヅ
技
法
群
‥
各
面
の
調
整
に
平
面
ケ
パ
リ
を
多
用

し
、
キ
リ
コ
ミ
は
全
て
三
角
形
キ
リ
コ
ミ
技
法
で
入
れ
る
。
六

・
七

・
八

。
十

月
が
あ
る
。

こ
れ
ら
技
法
群
に
島
を
越
え
て
相
互
に
共
通
す
る
も
の
は
な
く
、
島
単
位
で

若
子
の
相
違
が
あ
る
。
即
ち
、
製
作
技
法
か
ら
み
る
限
り
木
簡
は
各
島
単
位
で

製
作
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
強
い
。
と
こ
ろ
で
製
作
技
法
群
と
貢
進
月
と
の
関

係
に
注
目
し
て
み
る
と
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
面
）
三
月

・
七
月

・
閏

七
月
を
除
き
、
篠
嶋
が
奇
数
月
、
析
嶋
が
偶
数
月
と
い
う
原
則
で
貢
進
さ
れ
て

い
る
。
各
島
に
は
三
ｉ
四
群
の
技
法
が
存
在
し
、
各
群
の
製
作
者
の
個
性
を
映

し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
か
ら
、
両
島
に
は
三
ｉ
四
人
の
木
簡
製
作
者
が
存
在

し
た
と
推
定
で
き
る
。

の
　
郡
郷
制
下
の
木
簡
群
ぞ
内
裏
外
郭
土
羨
を

で
は
、

「
二
条
大
路
木
簡
」
か
ら
十
年
経
た
、

天
平
十
八
年
前
後
の
木
簡
群

は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
総
数
三
五
点
あ
る
が
、
観
察
可
能
な
二
六
点
を
中
心
に
検

討
し
て
み
よ
う

（表
１
８
）
。　
こ
れ
ら
の
木
筒
群
も
ま
た
原
則
的
に
側
面
ケ
ズ

，
技
法
で
調
整
さ
れ
て
お
り
、
キ
リ

。
オ
匹
技
法
を
残
す
も
の
は
短
冊
形
に
多

い
。

「
二
条
大
路
木
簡
」
同
様
、
内
裏
外
郭
土
羨
出
土
木
筒
の
大
半
は
、
木
簡

原
本
に
割
我
原
木
を
用
い
て
い
た
。

ａ
　
篠
嶋
の
技
法
群

〔
Ｓ
Ｉ
１
５
群
〕
平
面
ケ
ズ
リ

。
キ
′
カ
キ
技
法
群
‥
端
面
調
整
に
平
面
ケ
ズ

り
を
加
え
、
キ
リ
コ
ミ
は
キ
リ
カ
キ
技
法
に
限
る
。
五
月
が
あ
る
。

【
Ｓ
Ｉ
１
６
群
〕
キ
リ
カ
キ
技
法
群
‥
端
面
調
整
は
側
面
ケ
パ
ソ
技
法
の
み
で
、

キ
リ
コ
ミ
は
キ
リ
カ
キ
技
法
に
限
る
。
二
月
と
閏
九
月
が
あ
る
。

〔
Ｓ
Ｉ
１
７
群
〕

エ
グ
リ
技
法
群
‥
キ
リ
コ
ミ
を
半
円
形
に
袂
る
エ
グ
リ
技
法

に
限
る
。
七
月
が
あ
る
。

〔
Ｓ
Ｉ
１
８
群
〕
側
面
ケ
ズ
ジ
技
法
群
‥
短
冊
形
で
、
端
部
の
調
整
は
側
面
ケ

ズ
リ
に
よ
る
。
正
月
と
七
月
が
あ
る
。

〔
Ｓ
Ｉ
１
９
群
〕
キ
ジ

・
オ
リ
技
法
群
‥
短
冊
形
で
端
面
を
第

一
次
成
形
の
キ

リ

・
オ
リ
技
法
の
ま
ま
と
す
る
。
八
月
が
あ
る
。

ｂ
　
析
嶋
の
木
簡
群

〔
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ⅳ
群
〕
キ
リ
オ
ト
シ
技
法
群
‥
端
部
の
調
整
に
平
面
ケ
ズ
リ
を
加
え
、

キ
リ
コ
ミ
に
は
キ
リ
オ
ト
ン
技
法
と
キ
リ
カ
キ
技
法
が
重
ね
て
用
い
ら
れ
て
い

る
。
六
月
が
あ
る
。

〔
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｖ
群
〕
平
面
ケ
ズ
リ
技
法
群
‥
側
面
ケ
ズ
リ
技
法
を
用
い
ず
平
面
ケ

ズ
リ
の
み
で
調
整
し
、
キ
リ
コ
ミ
は
三
角
形
キ
リ
カ
キ
技
法
。
七
月
が
あ
る
。

〔
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ⅵ
群
〕
キ
リ

・
オ
リ
、
キ
リ
カ
キ
技
法
群
‥
第

一
次
成
形
の
キ
リ

・

オ
リ
痕
跡
を
明
瞭
に
残
し
、
キ
リ
コ
ミ
は
キ
リ
カ
キ
技
法
を
と
る
。
八
月
が
あ

玄０
。こ

れ
ら
を
月
別
に
集
計
す
る
と
（表
１
９
）
、
篠
嶋
で
は
正
月
に

一
技
法
、
五

月
に
二
技
法
、
七
月
に
二
技
法
、
八
月
に

一
技
法
、
関
九
月
に
一
技
法
あ
り
、

析
嶋
で
は
六
月
に

一
技
法
、
七
月
に

一
技
法
、
八
月
に

一
技
法
あ
る
。
両
島
そ



表-8〈参河国播豆郡・贄〉内裏外郭土療S K820出土木簡の製作技法

製
作
技
法
群

No 釈  文 (抄 )

Ａ
キ
リ
。
オ
リ

Bケズリ
Ｃ
キ
リ
カ
キ
三
角
形

Ｄ
キ
リ
オ
ト
シ
台
形

Ｅ
エ
グ
リ
半
円
形

学
会
型
式
番
号

山
中
型
式
番
；

備 考

側
面

平

面

Ｓ‐
　

　

５
　

群

篠鳴二月 佐米楚割 ○ ○ ○ キ リ

篠嶋二月 佐米楚割 〇 ○ ○ 表裏同文・キリ

篠嶋五月 佐米楚割 ○ (○ ) ○ 2332

篠嶋 

―

○ ○ ○

篠 一 一 ― ― ― 一 ○ ○ ○ 1388

Ｓ‐
　

　

６
　

群

篠嶋二月 佐 一― ○ ○ 1308

一―間九月 宇波加楚 ○ ○ 天平 18年

篠鳴 ―――――一― ○ ○

篠鳴 ――――――― O ○

○ ○

〔SI〕

7群

十 七月 佐米楚割 ○ ○

篠嶋 一一―一―― (O) ○

篠嶋 

―

○ ○

〔SI〕

8群

篠嶋正月 赤魚 ○

籐鳴七月 佐米 ○

篠嶋七月 佐米楚割 △ (○ )

硼
畔

篠鳴八月 
―

○ 1008

〔SA〕

IV群

析嶋六月 佐米楚割 ○ ○ ○ ○

析鳴 ――  佐米楚割 ○ ○ ○ ○ 1332

析鳴六月 佐米楚― ○ ○ 〇 (○ ) 1388

則

群

６

Ｖ
375 析鳴七月 佐米楚割 ○ ○

ＳＡ
　
Ⅵ

群

析鳴八月 佐米楚割 △ ○ ○ 2332

析鳴 ―――――― ○ ○ ○

析鳴 ―――――― ○ ○

―

 佐米楚割 ○ ○ ○

不

明

析 ―――――― ○ (○ ) 8831

七月 佐米楚割

―鳴 佐米 8888

篠鳴五月 8888

一  I月

析鳴

―
―――― 須須岐楚割

―十七 月 佐米 8888

―
ハ月 8888

Ncは r平城宮木簡一」の番号。

欄外の線は今泉氏による同筆関係の指摘のある木街。

△はオリ技法。
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れ
ぞ
れ
に
後
数
の
木
筒
製
作
者
が
存
在
し
た
。
な
お
、
七

・
八
月
に
前
頂
で
検

討
し
た

「
二
条
大
路
木
衝
」
と
は
異
な
る
重
複
関
係
が
存
在
す
る
。
と
り
わ
け

六
ぞ
八
月
と
い
う
夏
期
に
篠
鳴
、
析
嶋
両
島
か
ら
の
荷
札
が
あ
り
、
後
述
す
る

比
莫
鳴
が
、
両
島
に
な
い
九
月
に
貢
進
す
る
点
は
、
従
来
の
二
島
隔
月
貢
進
と

い
う
解
釈
に
も
問
題
を
投
げ
か
け
る
。
貢
進
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

①
　
比
莫
嶋
の
荷
札
木
筒

如
導
東
外
郭

・
内
裏
東
方
官
衡
中
間
地
帯
を
南
北
に
貫
流
す
る
濤
Ｓ
Ｄ
二
七

〇
〇
及
び
佐
紀
池
南
辺
の
木
居

・
炭
層
か
ら
四
点
の
比
莫
嶋
と
記
さ
れ
た
贄

（と
推
測
さ
れ
る
）
木
筒
及
び
同
嶋
の
可
能
性
の
高
い
芳
国
郡
と
記
さ
れ
た
四

点
の
木
簡
が
出
土
し
た
。
そ
の
製
作
技
法
は
表
１
１０
の
通
り
で
あ
り
、
三
技
法

群
を
確
認
で
き
る
。

〔
Ｈ
Ｍ
ｌ
①
群
〕
平
面
ケ
ズ
′
、
キ
リ
オ
ト
ン
技
法
群
‥
端
面
を
平
面
ケ
ズ
リ
、

キ
リ
コ
ミ
を
台
形
キ
リ
オ
ト
ン
技
法
で
成
形
す
る
。
や
や
圭
頭
状
に
成
形
す
る

も
の
も
あ
る
。
九
月
が

一
点
あ
る
。
比
莫
嶋
と
表
記
し
た
も
の
が
二
点
、
不
引

の
も
の
が

一
点
あ
る
。

〔
Ｈ
Ｍ
ｌ
②
群
〕
キ
リ

。
オ
リ
、
キ
リ
オ
ト
ン
技
法
群
‥
第

一
次
成
形
の
キ
リ

・
オ
フ
を
男
瞭
に
残
す

一
群
で
、
側
面
ケ
ズ
リ
で
調
整
し
、
キ
リ
コ
ミ
は
三
角

形
キ
リ
カ
キ
及
び
台
形
キ
フ
オ
ト
シ
技
法
で
成
形
す
る
。
四
・
九
月
が
各
一
点

あ
る
。
い
ず
れ
も
比
莫
鳴
と
明
記
し
て
い
る
。

【
Ｈ
Ｍ
ｌ
③
群
〕
キ
リ
カ
キ
技
法
群
！
原
則
的
に
側
面
ケ
ズ
リ
に
キ
リ
カ
キ
技

法
で
成
形

。
調
整
す
る

一
群
で
あ
る
。
断
片
が
多
ぐ
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
九

考古資料としての古代木簡

キ1 閣7は天平8年。*2 関9は天平18年。キ3( )は島名不明、く 〉
`よ

SD3825出 土。
SI-1～ 4、 SA― I～ IIIは 天平8年中頃、SI-5～ 9、 SA― Ⅳ～Ⅵは天平13年前後、HM―①～③は天平期以前。

表-9 月別 。島別の技法群の集計表

ポ
篠     嶋   [SI] 析  嶋 [SA] 比莫嶋[HM]

合計
1 2 3 5 6 7 8 I II W Ⅵ ① ② ③

l I 1 2

2
2

(D

3 ユ 2 4

4 2 1 3

5 1 4

6 1 1 2

1 1 2 1 6

キイ弱 7 1
I

8 】 1 1 l l 5

9
! I 1 3

*閣 9 1 ユ

1 1 2

11 1 2

12 〈I〉
0

(1〉

合 計 2 4 1
2

(1)
3 2 l 3 1 4 4 2 1 1 ユ 1 2

４０
①
働



月
が

一
点
あ
る
。
二
点
に
は
明
ら
か
に
島
名
が
な
い
。

比
莫
嶋
と
表
記
の
あ
る
木
筒
は
い
ず
れ
も
キ
リ
オ
ト
ン
技
法
を
キ
リ
コ
ミ
の

成
形
に
用
い
て
お
り
、
キ
リ
オ
ト
シ
技
法
は
比
莫
嶋
の
当
該
期
の
木
簡
製
作
者

の
固
有
の
技
法
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
上
、
キ
リ
オ
ト
ン
技
法
と
キ
リ

。
オ
リ
技
法
で
成
形

。
調
整
さ
れ
る
木
簡
は
、
他
の
島
に
も
こ
れ
ま
で
に
な
く
、

両
者
を
比
莫
嶋
の
特
徴
的
技
法
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
キ
リ

。
オ

リ
技
法
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
使
用
原
木
が
板
材
原
木
で
あ

っ
た
可

能
性
が
高
く
、
こ
の
点
で
も
他
の
島
と
の
違
い
が
際
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
比
莫
嶋
の
表
記
の
な
い
木
筒
の
内
、
明
ら
か
に
島
名
を
記
さ
な
い
二
点

が
上
記
二
技
法
と
は
異
な
る
技
法
で
製
作
さ
れ
て
い
る
事
実
は
、
〔
Ｈ
Ｍ
ｌ
③

群
〕
に
分
類
し
た
こ
の
一
群
の
芳
固
郡
木
筒
が
、
別
の
機
能
、
目
的
で
製
作
さ

れ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
以
上
の
木
筒
は
、
出
土
状
況
や
芳
固
郡
、
大
贄

と
い
う
表
記
か
ら
、
天
平
期
以
前
の
年
代
観
が
与
え
ら
れ
て
い
続
に

つ
ま
り

一

連
の
参
河
国
木
筒
中
で
は
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
。

比
莫
島
木
筒
の
年
代
の
違
い
な
ど
を
も
っ
て
、
三
島
の
贄
貢
進
体
制
を
否
定

（２４
）

的
に
捉
え
る
考
え
方
が
あ
る
。
し
か
し
、
木
簡
の
製
作
技
法
は
、
比
莫
嶋
独
自

の
技
法
群
の
存
在
を
明
示
し
て
お
り
、
か
つ
後
述
す
る
よ
う
に
、
特
定
の
時
期

の
貢
納
体
制
は
、
他
の
二
島
と
い
え
ど
も
必
ず
し
も
安
定
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
比
莫
鳴
自
体
の
歴
史
的

。
地
理
的
条
幅
が
見
て
も
、
こ
れ
が
篠
嶋
に
吸

収
さ
れ
た
と
す
る
考
え
方
に
は
承
伏
し
が
た
い
。

④
　
参
河
国
木
筒
の
製
作
地

Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
上
の
播
豆
郡
三
島
か
ら
の
贄
木
筒
の
製
作
段
階
に
つ
い
て
は
、

島
を
越
え
て
同
筆
関
係
の
成
立
す
る
と
い
う
点
を
重
視
し
て
、
今
泉
隆
雄
氏
は
、

（２６
）

郡
衝
段
階
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る

（表
１
８
）
。

（２７
）

以
下
、
今
泉
氏
の
同
筆
認
定
が
成
立
す
る
と
い
う
前
提
の
下
で
、
同
筆
関
係

の
指
摘
さ
れ
て
い
る
木
簡
群
と
製
作
技
法
と
の
関
係
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

Noは F平城宮発掘調査出土木簡概報 (十九)Jの木簡通 し番号。

△はオ リ技法。

表 -10〈参河国芳固郡・比莫1専〉 S D2700他 出土木簡の製作技法

製
作
技
法
群

釈 文 (秒 )

Ａ

キ

リ

・
オ
リ

Bケズリ
Ｃ
キ
リ
カ
キ
三
角
形

Ｄ
キ
リ
オ
ト
ン
台
形

Ｅ

エ
グ

リ
半

円

形

学
会
型
式
番
号

出
中
型
式
番
号

備考

側
面

平

面

〔HM'
①
群

芳固郡比莫嶋九月 佐米 ○ ○ 御 贄

芳図郡比莫 ○ ○ 2388

芳固郡 (?〕 O ○

〔HM〕

②群

芳国郡比莫鳴九月 ○ ○ ○ ○ 1331

芳岡郡比莫嶋四月 果鯛 O O ○ 1301 大贅

・ Ｍ

③

群

芳岡郡 九月 (?) O 1388

芳回郡 ○ ○

芳固郡 ○ ○ ○ 1388



考古資料としての古代木簡

〔
３６６
・
３６７

・
３６９

，
３８７
〕

は
Ｓ
・
‐
５
群
で
同
技
法
、

〔
３６３

・
３７‐
０
３７２

・
３８２
〕

は
前
三
者
が
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ⅳ
群
、
後
者
が
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ⅵ
群
と
技
法
が
異
な
る
。
但
し
、

〔
３８２
〕
は
参
河
国
で
は
数
少
な
い
キ
リ

。
オ
リ
技
法
で
成
形
さ
れ
て
い
る
。
〔
３６５

．
３７０

０
３９２
〕
は
前
二
者
が
側
面
ケ
ズ
リ
で
短
冊
形
の
Ｓ
Ｉ
１
８
群
、
後
者
が
キ

リ
カ
キ
技
法
を
中
心
と
す
る
Ｓ
Ｉ
１
６
群
で
あ
る
。
前
二
者
が
篠
嶋
に
し
か
な

い
短
冊
形
の
形
態
を
有
し
同
筆
で
あ
続
庁
は
ヽ
篠
鳴
の
荷
札
木
筒
の
形
態
組
み

合
わ
せ
の
独
自
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
〔
３６８

・
３７６

・
３９‐
〕
は
前
者
が
篠
嶋
、
後

二
者
が
析
嶋
か
ら
の
貢
進
で
、
前
者
は
短
冊
形
の
Ｓ
Ｉ
１
９
群
、
後
二
者
は
キ

リ

・
オ
フ
技
法
で
成
形
す
る
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ⅵ
群
で
同

一
技
法
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
同

筆
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
木
簡
群
は
、
基
本
的
に
前
項
ま
で
に
分
類
し
た
同

一
製
作
技
法
群
内
に
あ
る
が
、
異
技
法
と
同
筆
関
係
に
あ
る
木
筒
は
全
て
成
形

時
の
キ
リ

。
オ
リ
技
法
を
残
す
Ｓ
Ｉ
１
９
群
か
、
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ⅵ
群
に
属
し
て
い
る
。

既
に
観
察
し
た
通
り
、
参
河
国
木
簡
に
占
め
る
キ
リ

ｏ
オ
リ
技
法
の
割
合
は

一
七
％
で
、
そ
の
三
分
の
二
は
析
嶋
の
木
簡
で
あ
る
。
ま
た
篠
鳴
木
筒
で
も
島

を
越
え
て
同
筆
セ
さ
れ
る

〔
３７６
〕
の
み
が
短
冊
形
で
キ
リ

。
オ
リ
技
法
で
あ
る
。

〔
３７６
〕
木
簡
は
、
む
し
ろ
析
鳴
の
Ⅵ
群
木
筒
製
作
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
記
載

さ
れ
た
と
判
断
し
た
方
が
整
合
的
で
あ
る
。
仮
に
三
島
間
の
隔
月
貢
進
が
成
立

す
る
と
す
る
と
、
キ
リ

ｏ
オ
リ
技
法
を
と
る

〔
３７６
〕
は
ヽ
八
月
貢
進
で
あ
る
か

ら
、
本
来
な
ら
析
鳴
の
貢
納
す
べ
き
月
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
木
筒
記
載
者
は
析

鳴
に
所
属
し
、
析
嶋
用
の
木
簡
原
材
を
使
用
し
て
、
篠
鳴
に
替
わ
っ
て
記
し
た

と
解
釈
で
き
る
。
こ
れ
と
は
逆
に
篠
鳴
の
Ｓ
Ｉ
１
８
群
木
筒
に
は
、
析
鳴
で
貢

進
す
べ
き
は
ず
の
二
点
の
七
月
例
が
あ
り
、
短
冊
形
に
作
ら
れ
て
い
る
。
当
該

月
で
な
い
貢
進
島
の
木
簡
は
全
て
短
冊
形
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
七

。
八
月
に

は
隔
月
と
い
う

一
定
の
原
則
を
崩
さ
ざ
る
を
得
な
い
理
由
が
あ

っ
た
ら
し
い
。

当
該
月
で
な
い
島
の
用
い
る
製
作
技
法
が
キ
リ

。
オ
リ
技
法
を
残
し
た
短
冊
形

に
成
形
す
る

一
群
で
あ
る
点
は
、
以
外
の
月
と
の
違
い
を
際
だ
た
せ
て
い
る
。

以
上
の
実
態
は
、
郡
段
階
で
の
木
簡
記
載
の
可
能
性
を
補
強
す
る
か
に
み
え

る
。
し
か
し
こ
れ
は
む
し
ろ
、
両
島
に
お
け
る
日
常
業
務
と
は
異
な
る
、
非
原

則
的
で
特
殊
な
状
態
と
い
う
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
両
島
が

一
般
的
に
用
い

る
成
形
技
法
と
は
異
な
る
キ
リ

ｏ
オ
リ
技
法
を
用
い
、
短
冊
形
に
成
形
し
た
事

実
は
、
視
覚
的
に
も
こ
の
時
期
の
特
殊
性
を
よ
り
際
だ
た
せ
て
い
る
。
両
島
で

同
時
に
貢
進
す
る
月
を
除
き
、
基
本
的
に
は
木
簡
は
そ
れ
ぞ
れ
の
島
単
位
で
製

作
記
載
さ
れ
て
い
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
蒟
丼　
な
お
析
鳴

「郷
」
と
あ
る
木
簡

（‐９４
・
‐９５
）
が
七

。
八
月
に
限

っ
て
存
在
す
る
点
も
両
月
の
特
殊
性
と
関
連
が
あ

ろ
う
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
天
平
期
以
前
の
比
莫
嶋
木
簡
は
、
キ
リ
コ
ミ
を
台
形
キ
フ
オ
ト
シ
技
法
に

す
る
と
い
う
製
作
技
法
の
共
通
点
を
有
し
て
い
る
。

②
同
じ
頃
の
芳
固
郡
表
記
の
木
筒
は
、
三
角
形
キ
リ
カ
キ
技
法
を
主
な
成
形

技
法
と
し
て
お
り
、
明
ら
か
に
別
人
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

③
天
平
八
年
頃
の
荷
札
に
は
、
篠
嶋
に
四
技
法
群
、
析
嶋
に
三
技
法
群
が
認

め
ら
れ
、
両
島
に
共
通
す
る
技
法
群
は
な
く
、
キ
，
コ
ミ
に
着
目
す
る
と
、
篠

嶋
に
キ
リ
カ
キ
ま
た
は
キ
リ
オ
ト
ン
技
法
、
析
嶋
に
エ
グ
リ
技
法
と
い
う
島
別



に
技
法
の
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
。

④
第

一
次
成
形
の
キ
リ

。
オ
フ
を
残
す
例
は
全
体
の
一
七
％
に
満
た
ず
、
析

鳴
、
比
莫
嶋
に
同
技
汝
の
大
半
が
集
中
す
る
。

③
木
筒
の
型
式
に
着
目
す
る
と
、
篠
嶋
に

一
三
三

一
（〇
三

一
）
。
三
二
〇

一

（〇
三
二
）
。
三
二
〇
四

（〇
三
三
）
。
一
〇
〇

一
（〇

一
一
）
型
式
が
あ
る
の
に

対
し
、
析
嶋
に
は

一
三
三

一

（〇
三
二
）
型
式
し
か
な
い
。
郡
衝
内
部
で
の
担

当
島
の
相
違
で
は
、
こ
の
よ
う
な
型
式
差
は
生
じ
え
な
い
。

③
同
筆
関
係
木
筒
と
製
作
技
法
の
対
応
関
係
は
、
原
則
的
に
同
技
法
群
内
に

収
ま
っ
て
お
り
、
三
島
で
も
木
筒
の
製
作
者
と
記
載
者
が

一
致
し
て
い
る
と
わ

か
る
。

⑦
同
筆
関
係
で
あ
り
な
が
ら
異
技
法
群
に
属
す
る
木
簡
は
、
特
殊
な
キ
リ

・

オ
，
技
法
か
短
冊
形
に
限
ら
れ
て
い
る
。

③
篠
鳴
、
析
嶋
間
で
同
筆
関
係
の
木
簡
群
が
存
在
す
る
が
、
木
簡
製
作
技
法

は
析
嶋
の
技
法
に
よ
り
、
形
態
は
篠
嶋
に
固
有
の
短
冊
形
に
つ
く
る
。

③
原
則
的
に
二
島
間
で
の
隔
月
貢
進
の
可
能
性
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
二

島
が
共
同
で
貢
進
に
当
る
三
月
や
六
ｉ
八
月
が
あ
る
。
こ
の
時
の
木
筒
は
、
本

来
の
貢
進
当
番
島
ま
た
は
別
人
が
製
作

・
記
載
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

③
　
若
狭
国
荷
札
の
同
筆
関
係
と
製
作
技
法

上
記
参
河
国
荷
札
木
簡
と
同
様
、
今
泉
氏
は
若
狭
国
木
筒
に
つ
い
て
同
郡
別

郷
同
筆
木
簡
の
存
在
を
通
し
て
、
荷
札
木
簡
の
郡
衝
段
階
作
成
論
を
補
強
し
て

い
繍
．
関
係
す
る
木
簡
の
製
作
技
法
を
ま
と
め
た
の
が
表
１
１１
で
あ
術
¨
各
木

簡
は
、
年
代
差
の
あ
る
複
数
の
遺
構
か
ら
出
上
し
て
お
り
、
前
項
ま
で
に
検
討

し
た

一
括
性
の
あ
る
木
簡
群
と
は
性
格
が
全
く
異
な
っ
て
い
範
、
木
簡
の
製
作

技
法
に
着
目
す
る
と
、
Ａ
は
キ
リ

・
オ
リ
で
成
形
し
た
後
、
調
整
し
な
い
の
に

対
し
て
、
Ｂ
は
キ
リ

。
オ
リ
痕
跡
を
調
整
ケ
ズ
リ
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
削
り
取

っ
て
お
り
、
技
法
が
全
く
異
な
る
。
ま
た
、
キ
リ
コ
ミ
の
技
法
を
比
較
す
る
と
、

Ａ
が
キ
リ
カ
キ
、
Ｂ

。
Ｄ
が
キ
リ
カ
キ

。
キ
フ
オ
ト
シ
、
Ｃ
が
エ
グ
リ
と
相
違

し
て
い
る
上
、
同
技
法
の
よ
う
に
み
え
る
Ｂ
と
Ｄ
も
、
Ｄ
が
上
部
キ
リ
コ
ミ
を

右
側
面
し
か
施
さ
な
い
と
い
う
変
則
形
で
あ
り
、
そ
の
違
い
は
歴
然
と
し
て
い

る
。
少
な
く
と
も
、
木
簡
の
製
作
技
法
か
ら
は
、
四
点
に
は
共
通
点
は
見
出
し

に
く
い
。
こ
の
様
に
同
郡
異
郷
内
で
の
同
筆
関
係
を
根
側
に
、
貢
進
物
荷
札
発

給
段
階
を
郡
行
と
す
る
材
料
に
用
い
ら
れ
た
四
点
の
木
簡
群
は
、
出
土
遺
構
、

年
代
、
製
作
技
法
の
い
ず
れ
の
要
素
も
異
な
り
、
か
つ
、
同
筆
関
係
と
し
て
も

疑
間
が
呈
示
さ
れ
た
。
少
な
く
と
も
こ
の
四
点
の
荷
札
を
郡
衛
製
作
説
の
根
拠

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。

次
に
、
他
の
若
狭
国
木
簡
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

①
同
筆
関
係
が
男
ら
か
で
、
同
文
具
型
式
の
三
方
郡
休
美
郷
中
村
里
の
二
点
、

及
び
竹
田
郷
の
一
点
は
、
上

・
下
端
部
調
整
技
法
が
共
通
し
て
い
る
。
同
郡
の

二
郷
間
で
同
形
態
、
同
技
法
が
認
め
ら
れ
る
点
は
注
目
で
き
よ
う
。

②
三
方
郡
能
登
里
木
簡
は
共
通
性
を
有
さ
ず
、
遠
敷
郡
各
郷
間
に
も
明
ら
か

な
違
い
が
あ
る
。
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一
活
性
に
乏
し
く
数
の
少
な
い
若
狭
国
の
木
筒
で
は
、
そ
の
特
徴
を
見
出
し

が
た
い
が
、
コ
一条
大
路
木
簡
」
に
は
良
好
な
若
狭
国
調
塩
木
筒
の
出
上
が
知

（３４
）

ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
検
討
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

３
　
隠
伎
国
調
海
産
物
の
貢
進
荷
札
の
製
作
技
法

平
城
京
二
条
大
路
路
面
上
の
上
残
Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇
か
ら
は
二
三
点
の
調
等
の

貢
進
物
荷
札
が
出
上
し
て
い
る

（表
１
１２
）
ｏ　
こ
れ
ら
は
記
さ
れ
た
年
紀
か
ら

天
平
六
を
十
年
の
間
に
、
隠
伎
国
か
ら
貢
進
さ
れ
た
海
産
物
の
荷
札
で
あ
る
。

製
作
技
法
を
検
討
す
る
と
、
第

一
次
成
形
に
キ
ジ

・
オ
リ
技
法
を
用
い
る
も

の
に
智
夫
郡

一
点

（
３６６
）
ヽ
海
部
郡
六
点

（３６９

。
３７０
０
３７５
を
３７８
）
の
七
点
が
あ

る
。
智
夫
郡
が
側
面
ケ
ズ
リ
せ
ず
キ
，
カ
キ
、
キ
フ
オ
ト
ン
、

エ
グ
リ
の
三
技

法
で
キ
ジ
ヨ
ミ
を
入
れ
る
の
に
対
し
、
海
部
郡
の
六
点
は
全
て
側
面
ケ
ズ
リ
で

調
整
す
る
。
し
か
し
、
作
佐
郷
の
三
点
は
キ
，
コ
ミ
を

エ
グ
ヅ
技
法
で
入
れ
る

の
に
対
し
、
布
勢
郷
の
三
点
は
キ
リ
カ
キ
、
キ
リ
オ
ト
シ
技
法
を
併
用
す
る
と

い
う
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
ま
た
後
者
は
形
態
的
に
ょ
上
部
ま
た
は
下
部
を
圭

頭
状
に
削
る
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
両
郷
の
書
式
に
注
目
す
る

Ｌに、３７５　
隠
伎
国
海
部
郡
離鮭脚嶽勝理鞄螂転□

３７６　
隠
伎
国
醒鄭翻姉購酬識輔赳斤天
平
七
年

表―■  〔若撰国荷札木簡〕の製作技法

郡

　

　

名

釈 文 (抄 )

Ａ

キ

リ

・
オ
リ

Bケズリ
Ｃ
キ
リ
カ
キ
三
角
形

Ｄ
キ
リ
オ
ト
ン
台
形

Ｅ
エ
グ
リ
半
円
形

学
会
型
式
番
号

山
中
型
式
番
号

備  考
側
面
平

面

遠
敷
郡
　
　

一
（今
泉
氏
同
筆
木
簡
群
）

玉置郷日井里 ◎ ○ ○ ◎ 1331 神亀四年間月七 日

玉置郷 H井里

工置駅家 ◎ ○ 11 天平四年九月

野郷野里 ◎ ◎ 九 月

佐分郷 ◎ ◎ 十一月九 日

青 里 ○ ◎ ○ ○ ◎ 天平勝宝七歳八月十七 日

C
(1948)

青郷 (○ ) ○

？
○ 上・下端不明

D
(2705)

○ ○ 〇 〇 2331 上部右のみキリコミ

若狭国

一方
都

能登里 ○ ○ ○ 1331

弥美jas中 村里 ○ ◎ 425と 同文同筆

425 弥美郷中村里 ○ ◎ ◎ ○

竹 H郷九部里 ○ ○

Aは 『平城宮発掘調査出土木簡槻報囲J P20上段 2点 目(今泉氏同筆)。
Bは 「平城宮発掘調査出土木簡概細内」 P8上段 4卓 目(今泉氏同筆)。
331～ 454は 「平城宮木簡―コ土猿 S K820出土。
C(1948)・ D(2705)「平城宮木簡ニコは土猿S K2101・ 3213出 土 (今泉氏同筆 )。
◎は上・下両部に認められることを示す。



と
、
海
部
郡
ま
で
を
中
央
に
書
き
天
平
七
年
を
左
下
隅
に
書
く
作
佐
郷
と
、
隠

伎
国
と
天
平
七
年
を
上

・
下
の
中
央
に
記
す
布
勢
郷
と
い
う
よ
う
に
、
明
ら
か

に
異
な
り
、
技
法

。
書
式
の
違
い
に
郷
名
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
続
ド

海
部
郡
に
は
側
面
ケ
ズ
リ
で
調
整
す
る
海
部
郷
と
御
宅
郷
が
あ
り
、
前
者
は

エ
グ
リ
技
法
の
み
の
一
群
と
キ
リ
オ
ト
ン
技
汝
の
み
の
一
群
に
分
れ
、
後
者
は

エ
グ
ツ
と
キ
リ
カ
キ
技
法
を
併
用
し
て
キ
リ
コ
ミ
を
成
形
す
る
。
基
本
的
に
は

郷
単
位
に
製
作
技
法
が
共
通
す
る
が
、
異
郷
間
に
も
微
妙
な
成
形
の
差
異
が
認

め
ら
れ
る
。
郷
以
下
に
複
数
の
木
簡
製
作
者
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

同
様
の
事
実
は
周
吉
郡
新
野
郷

（
３８３
・
３８４
）
に
つ
い
て
も
言
え
よ
う
。
な
お
周

吉
郡
山
部
郷
は
側
面
ケ
ズ
，
十
台
形
キ
リ
オ
ト
ン
技
法
、
役
道
郡
武
良
郷
は
側

面
ケ
ズ
ヅ
＋
半
円
形

エ
グ
，
技
法
で
成
形

。
調
整
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も

天
平
六
を
十
年
頃
の
隠
伎
国
に
お
い
て
は
、
貢
進
物
荷
札
の
製
作

。
記
載
が
郷

以
下
を
単
位
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
と
言
え
よ
う
。

以
上
の
事
実
が
、
仮
に
郡
行
で
郷
毎
に
役
割
が
分
担
さ
れ
て
い
た
結
果
の
反

映
と
す
る
と
、
木
簡
原
材
の
共
有
、
技
法
群
の
類
似
等
が
認
め
ら
れ
る
は
ず
で

あ
る
。
し
か
し
現
状
で
は
そ
の
よ
う
な
特
徴
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

す
る
と
、
隠
伎
国
で
は
郷
で
木
筒
が
作
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
隠
伎
国
木

簡
に
キ
リ

・
オ
リ
技
法
が
多
い

（二
七
％
）
の
は
、
そ
の
法
量
が
平
均

一
六

・

四
伽
と
短
い
こ
と
も
関
係
し
て
い
よ
う
。
お
そ
ら
く
そ
の
原
木
は
、
三
〇
ぞ
四

五
伽
の
板
材
原
木
で
あ
ろ
う
。

表-12〈隠伎国。調〉二条大路土j/t S D5100出 土木簡の製作技法

Ndは「平残宮発掘調査出土木笛heR(二 十二)一二条大路本簡一¬ の木綺通 じ番号。

側面ケズリのKは圭頭状木節を示す。▽はオリエ巌

Ｃ
キ
リ
カ
■
三
角
形

学
会
型
式
番
号

山
中
型
弐
番
号

0 (0)

0

海部BI作粧郷 大井里 天平七年

海部郡布勢郷 O KO 0 0

海部郡布勢郷 大浦皇 天平七年

0

O

周吉郡山部郷市屋呈 天平七年 0

0

周吉部上部郷コ1残里 天平七年 0 0

O

役道郡武良郷大□里 天平六年 0
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第10図 「二条大路木簡」主要貢進物荷札の法量分布
寺崎保広氏註 (7)論文の表①に一部加筆。

1,

４
　
伊
豆
国
、
駿
河
国
調
荒
堅
魚
貢
進
荷
札
の
製
作
技
法

表
１
１３
は
二
条
大
路
土
壊
Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇
出
土
伊
豆
国
木
筒
、
表
１
１４
は
同

駿
河
国
木
簡
の
製
作
技
法
の
観
察
結
果
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
大
半
が
天
平
七
年

十
月
ま
た
は
八
年
十
月
の
年
紀
を
も

っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
両
国
か
ら
調

と
し
て
送
ら
れ
た
海
産
物
に
付
け
ら
れ
た
荷
札
で
あ
る
。

伊
豆
国
と
駿
河
国
は
共
に
荒
堅
魚
を
中
心
に
貢
進
し
て
い
る
が
、
国
相
互
の

法
量
が
異
な
っ
て
お
り
、　
駿
河
国
の
平
均
が
二
七

・
六
釦

（図
版
八
ｌ
①
。
②
）、

伊
豆
国
の
平
均
が
三
五

・
○
甑

（図
版
八
十
①
●
⑭
）
と
長
崎
に
こ
れ
に
起
困
し

て
、
伊
豆
国
か
ら
の
貢
進
物
荷
札
は
、

〔
２５０
〕
の
一
点
に
の
み
キ
ジ

・
オ
リ
技

法
の
痕
跡
が
残
る
。

〔
２５０
〕

は
珍
し
い
一
枚
作
り
技
法
に
よ
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
駿
河
国
に
は
荷
札
木
筒
三
二
点
の
内
八
点

（三
六
％
）
に
キ
ヅ

・
オ
リ
技
法
が
残
る
。
両
国
で
用
い
る
原
木
の
相
違
を
反
映
し
て
い
る
。
し
か

し
キ
リ
コ
ミ
の
方
法
で
は
、　
エ
グ
，
技
法
が
極
め
て
少
な
く
各
二
点
ず
つ
し
か

な
い
。
さ
ら
に
キ
リ
オ
ト
シ
技
法
も
少
な
く
、
駿
河
に
二
点
、
伊
豆
に
四
点
あ

る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
た
め
両
国
の
製
作
技
法
は
い
ず
れ
も
よ
く
似
て
お
り
、

抽
出
は
極
め
て
難
し
両
、
そ
こ
で
木
簡
の
形
態
に
も
配
慮
し
て
検
討
し
て
み
よ

（３８
）木

衛
の
上

。
下
端
部
の
形
状
に
注
目
し
て
み
る
と
、
伊
豆
国
に
圭
頭
状
木
簡

（二
〇

＊
・
・
三
三
＊
＊
型
式
）
が
多
く
、

駿
河
国
に
少
な
い
。　
と
り
わ
け
、

伊
豆
国
賀
茂
郡
や
那
賀

（中
）
郡
で
は
、
荷
札
形
を
圭
頭
と
す
る
特
徴
が
あ
る

（図
版
八
ｌ
③
）
。
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釈  文 (抄 )

Ａ

キ

リ

・
オ
リ

Bケズリ
Ｃ
キ
リ
カ
キ
三
角
形

Ｄ
キ

リ

オ
ト

ン
台
形

Ｅ

エ
グ

リ
半

円
形

学
会
型
式
番
号

山
中
型
式
番
号

備 考

側

面

平

面

伊豆国 ③ ○ 堅魚

X  葉妾郷瀬埼里  7 ‐断 片 ― 8888 荒堅魚

田方郡葉妾郷瀬前里 (◎ ) △ ◎ 荒堅魚

250 田方郡棄妾郷瀬埼里 710 ◎ ○ ◎ 荒堅魚

田方郡棄妾郷御津里 7

255 田方郡葉妾郷御津里 710 ③ 11 荒堅魚

田方郡葉妾郷三津塁 710 K◎ ○ 荒堅魚

団方郡葉妾郷許保里 二 10 K◎ ◎ 2332 堅魚

田方郡棄妾郷許保里 710 K◎ ○ ○ ◎ 1332 荒堅魚

田方郡葉妾jEI許保里 710 K◎ ③ ◎ O 31 2332 荒堅魚

田方郡有雑郷多我里 710 ◎ (O) 1331 荒堅魚

246 田方都有雑郷日我里 〇 ○ 31 荒堅魚

田方郡有雑郷田我里 710 ‐断 片― 荒堅魚

□郡有維郷多賀里 710 ◎ ◎ (◎ ) ◎ 堅魚

田方郡有雑郷桜田里 7.10 ◎ ○ ◎ 荒堅魚

日方郡久寝郷坂上里 710 (○ ) 荒堅魚

249 日方郡久寝狭I坂上里 79 ③ ③ 荒堅魚

259 コ方郡久疫郷坂上塁 79 △ 8831 荒堅魚

258 田方郡久寝郷坂本里 79 ◎ (△ ) ◎ 1331 荒堅魚

260 賀茂郡三嶋郷三嶋里 ― K◎ (○ ) ③ 2332 荒堅魚

274 賀茂郡三嶋郷三嶋里 ― KO ○ 2388

201 賀茂郡川津郷賀美里 8,10 K◎ 2002 荒堅魚

262 賀茂郡川津郷賀茂里 710 KO ◎ 1002 荒堅魚

263 賀茂郡川津郷神竹里 710 ◎ 1001 煮堅魚

賀茂郡川津郷湯口里 810 煮堅魚 来見

賃茂郡築間郷山口里 710 ◎ ③ (○ ) 荒堅魚

賀茂郡築問郷浦沼里 710 荒堅魚

267 賀茂郡貨茂郷題詩里 710 K◎ ◎ 荒堅魚 268と 同文

賀茂郡賀茂郷題詩塁 710 ◎ 荒堅魚

コ茂郡賀茂郷川合里 710
Ｋ

△
(△ ) 荒堅魚

賀茂郡貨茂郷湯辺里 710 KO ○ 2388 荒堅魚 面取 り

賀茂郡色日郷鯉名里 810 K◎ ◎ 2332 荒堅魚 面取 り

賀茂郡色 日郷大背里 710 K◎ ○ 荒堅魚 面取 り

273 賀茂郡色 日郷中寸里 710 (O) ○

272 賀茂郡稲梓郷稲梓里 710 荒堅魚

表-13〈伊豆国・堅魚〉二条大路土城 S D5100出 土木簡の製作技法―①

*l Nα
`よ

「平城宮発掘調査出土木簡概報 (二十二)一二条大路木簡――Jの木簡通し春∴
*2 備考欄の本は寺崎氏の指摘する追記の同筆関係。
*3 欄外の実線は寺崎氏の指摘する本文の同筆関係、破線は追記の同筆関係を示す。
■4 ◎は両端、○は一端、△は一部にそれぞれの技法が施されていることを示す。
+5 1Rl面 ケズリのKは圭頭を示す。
キ6 釈文 (抄)の「79」 等は天平七年九月を示す。
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考古資料としての古代木簡

伊
豆
国
田
方
郡
で
は
棄
妾
郷
、
有
雑
郷
、
久
寝
郷
の
三
郷
か
ら
の
貢
進
が
知

ら
れ
る
が
、
同
郷
内
で
の
明
確
な
技
法
群
は
認
め
ら
れ
ず
、
こ
れ
ま
で
の
貢
進

物
荷
札
と
趣
を
異
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
よ
り
小
さ
な
単
位
で
あ
る
里
を
み

る
と
、
例
え
ば
棄
妾
郷
許
保
里
、
有
雑
郷
田
我
里
の
よ
う
に
里
単
位
で
製
作
技

法
の
共
通
す
る
グ
ル
ー
プ
が
認
め
ら
れ
る
。
特
に
田
我
里
で
は
同
郷
の
別
里

（桜
田
里
）
と
は
技
法
が
全
く
違
う
な
ど
、
里
相
互
に
異
技
法
で
あ
る
点
も
見
過

ご
せ
な
い
。

賀
茂
郡
で
は
、
三
鳴
郷
、
川
津
郷
、
築
間
郷
、
賀
茂
郷
、
色
日
郷
、
稲
梓
郷

の
六
郷
が
知
ら
れ
る
。
賀
茂
郡
に
は
上

・
下
端
を
圭
頭
状
に
す
る
荷
札
木
筒
が

多
く
、
そ
れ
ら
同

一
形
態
の
木
簡
で
比
較
す
る
と
、
三
鳴
郷
の
二
点
（
２６０

●
２７４
）
ヽ

賀
茂
郷
の
二
点

（れ

・
２７５
）
ヽ
色
日
郷
の
二
点

（
２６９

。
２７０
）
に
郷
を
越
え
て
製

作
技
法

・
形
態
の
共
通
す
る
木
簡
群
が
存
在
す
る
。
特
に
、

〔
２６９

。
２７０

０
２７５
〕

は
細
部
に
至
る
ま
で
共
通
点
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
郷
を
越
え
て
共
通
す
る
製

作
技
法
群
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
郡
衛
段
階
で

木
簡
が
製
作
さ
れ
た
結
果
と
理
解
で
き
る
。

那
賀

（中
）
郡
に
は
、
丹
科
郷
、
石
火
郷
、
射
鷲
郷
、
都
比
郷
、
入
間
郷
の

五
郷
あ
る
。
特
に
石
火
郷
の
三
点

（２８０

０
２８３

・
２８５
）
や
射
鷲
郷
の
三
点

（２７８
一

２８７
・
２８８
）
ヽ
入
間
郷
の
二
点

（２９２
・
２９３
）
は
異
形
態
な
が
ら
同
筆
と
さ
れ
る

一

（３９
）
群
で
、
製
作
技
法
は
各
郷
毎
に
細
部
に
わ
た
っ
て
共
通
す
る
点
が
多
く
、
先
の

賀
茂
郡
と
は
逆
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
中
郡
都
比
郷
の
二
点

（
２９０

０
２９‐
）
は
同

文
で
あ
り
な
が
ら
異
筆
と
さ
れ
て
い
る
が
、
製
作
技
法
は
細
部
に
わ
た
る
ま
で

表-13〈伊豆国・堅魚〉二条大路土羨 S D5100出土木簡の製作技法―②

那賀郡丹科 江国里―

那賀郡丹科郷江日皇一

那賀郡丹科郷 多具里

那賀郡石火郷-   7911

コ石火郷-   79■

那資郡石火郷-   7911

中郡石火郷石火里

那賀郡射鷺郷庭科里 79

那賀郡苅鷲郷史科里 79

那賓郡都比郷湯辺里 7つ

那賀郡入間郷中村皇 79

那賀郡人間郷黄良里 79



表 -14〈駿河国・堅魚〉二条大路土療 S D 5100出 土木簡の製作技法

釈  文 (抄 )

Ａ

キ

リ

・
オ
リ

Bケ ズリ
Ｃ
キ
リ
カ
キ
三
角
形

Ｄ
キ
リ
オ
ト
シ
台
形

Ｅ

エ
グ

リ
半

円

形

学
会
型
式
番
号

山
中
型
式
番
号

備 考

側
面

平

面

志太郡大野郷 田邑里 天平 8,10 KO ○ 2388

志太郡夜梨郷張城E 8 ―断 片 ― 荒堅魚

益頭郡 ○ ○ 煎一升 検収札

益頭郡高楊郷中家里 710 ◎ 調 荒堅魚

益頭郡高楊郷溝口里 7 ◎ ○ 堅魚

益豆郡高楊郷溝口里 ?。 10 ◎ ○ 一 国名なし

一―一高揚郷赤星里 ― 堅魚 郡名なし

――――――赤 星里 ◎ ○ 堅魚 国名なし

有度郡易美郷上里 ○ 1388

安倍郡 710 断 片 ― 中男作物 竪魚煎

底原郡 ◎ 〇 御贄 煮堅魚

222 底原郡 川名郷 KO 2388 煮堅魚

麿原郡川名線[三保里 87 ○ ◎ 煮堅魚

五百原郡 △ ○ ―  校収札か ?

225 五百原川名郷石西里 7.10 ((○ ○ 荒堅魚

富士郡古家郷小嶋里 710 ▽ 荒堅魚

富士郡久弐郷野上里 710 ○ △ 荒堅魚 国名なし

富士郡鳴田郷鹿野里 710 (○ ) (○ ) ○ 煎一升

駿河郡柏原郷小林里 710 (O) ○ 荒堅魚

駿河郡柏原郷小林里 710 ○

岳畳a]同文同筆駿河郡柏原郷小林量 710 ○

駿河都柏 原郷小林里 7.10 ○ 堅魚

駿河郡宇羅郷榎浦里 710 ◎ (○ ) 堅魚

駿河郡宇良郷榎浦星 710 ◎ 荒竪魚

駿河郡宇良郷菅浦星 7 0 ◎ 堅魚

駿河郡宇良郷菅浦里 ,710 ◎ ○ 2301 堅 魚

駿河郡古家据plI津里 7 0 ○ 荒堅魚

駿河郡古家郷井辺里 710 ◎ ○ ○ 荒堅魚

駿河郡古家郷猪津里 7 0 ◎ ○ △ 荒堅魚

駿河郡古家郷佑津塁 710 ◎ ○ ○ 荒堅魚

Nolま 「平城宮発掘調査出土木簡概報 (二十二)一二条大路木簡一―コの木簡通し番号。

キリ,オ リ技法の△はキリ技法、▽はオリ技法を示す。

◎は両端、○は一端、△は一部にそれぞれの技法が施されていることを示す。



一
致
し
て
お
り
、
極
め
て
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
寺
崎
保
広
氏
は
、
前
記
伊
豆
国
木
筒
の
本
文
と
追
記
部
分
の
同

筆
関
係
に
着
目
し
、
本
文
に
は
郷
を
越
え
て
同
筆
関
係
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
追
記

（「○
連
△
節
」

「年
紀
し

部
分
で
は
同
郡
内
で
郷
を
越
え
て
同
筆

関
係
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
木
簡
群
が
郷
単
位
で
記
載
さ
れ
、
郡
行
で
追
記
さ

（４０
〉

れ
た
と
し
て
い
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
の
追
記
を
含
め
た
同
筆
関
係
が
、
郷
を
越

え
て
製
作
技
法
の
共
通
す
る
賀
茂
郡
に
は
な
く
、
郷
ま
た
は
里
毎
の
ま
と
ま
り

の
強
い
、
日
方
郡
及
び
那
賀
郡
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
伊
豆
国
に
お

い
て
は
、
郷
単
位
に
木
簡
を
製
作
す
る
の
が

一
般
的
で
あ
り
、
郡
単
位
の
可
能

性
の
あ
る
那
賀
郡
の
例
は
、
特
殊
で
あ
る
と
い
え
る
。

次
に
駿
河
国
を
検
討
し
て
み
よ
う

（表
１
１４
）
ｏ
貢
進
物
荷
札
に
は
、

益
頭

郡
、
底
原
郡
、
富
士
郡
、
駿
河
郡
、
志
太
郡
、
有
度
郡
、
安
倍
郡
が
あ
る
が
、

一
定
の
ま
と
ま
り
を
も

っ
て
い
る
の
は
前
四
郡
で
あ
る
。
第

一
次
成
形
時
の
キ

リ

。
オ
リ
技
法
を
残
す
も
の
に
、
益
頭
謝
高
楊
郷
に
三
点

（
２‐４
‐
２‐６
）
ヽ
富
士

郡
に
二
点

（
２２６

・
２２７
）
ヽ
駿
河
郡
古
家
郷
に
二
点

（
２３８
。
２３９
）
ヽ
同
宇
羅
郷
に

一

点

（
２３３
）
あ
る
。
特
に
益
頭
郡
の
三
点
は
上
下
両
端
を
キ
リ

。
オ
リ
し
て
お
り
、

国
名
の
な
い
同
郡
同
郷
赤
星
里
か
ら
の
荷
札

（
郷
）
に
も
キ
ツ

・
オ
ツ
技
法
が

用
い
ら
れ
る
等
、
同
郡
の
原
木
入
手
の
方
法
が
、
共
通
し
て
板
材
原
木
で
あ

っ

た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
第

一
次
成
形
を
削
り
取
る
木
簡
で

は
、
底
原
郡

（川
名
郷
）
の
三
例

（
２２‐
を
２２３
）
が
側
面
ケ
ズ
フ
で
調
整
し
、
キ

ソ
コ
ミ
に
エ
グ
リ
技
法
を
用
い
る
と
い
う
共
通
点
を
有
し
、
駿
河
郡
相
原
郷
小

林
里
の
四
点

（２２９
ぞ
２３２
）
が
い
ず
れ
も
側
面
ケ
ズ
リ
技
法
の
み
で
調
整
す
る
と

い
う
特
徴
で
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
駿
河
郡
宇
羅
郷
や
古
家
郷
で
は
、

八
例
の
木
簡
全
て
の
製
作
技
法
が
異
な
っ
て
お
り
、
か
つ
郷
を
越
え
て
同
技
法

の
も
の
が

一
点
も
な
い
と
い
う
特
質
を
有
し
て
い
る
。

以
上
、
伊
豆
、
駿
河
両
国
の
ほ
ぼ
同
時
期
の
貢
進
物
荷
札
に
つ
い
て
検
討
し

た
結
果
、
木
簡
形
態
別
に
製
作
技
法
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
製
作

段
階
を
探
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
但
し
、
そ
れ
ら
は

一
様
に

郷
単
位
の
ま
と
ま
り
で
製
作
、
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
例
外
的
に
郡

単
位
の
場
合
も
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
た
。

５
　
近
江
国
坂
田
郡
庸
米
荷
札
の
製
作
技
法

二
条
大
路
路
面
上
の
上
羨
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
か
ら
は
、
二
五
点
の
近
江
国
の
庸

米
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
表
１
１５
の
通
り
、
直
頭
状
で
キ
リ

・
オ

リ
技
法
を
残
す

一
群

（図
版
九
１
０
・
ω
）
と
残
さ
ず
圭
頭
状
に
側
面
か
ら
削
る

一
群

（図
版
九
ｌ
⑥
・
⑥
）
と
に
大
別
で
き
る
。

Ａ
　
直
頭
群

ａ．群

（キ
リ
カ
キ
十
キ
リ
オ
ト
ン
群
）
キ
リ
カ
キ
と
キ
リ
オ
ト
ン
の
二
技
法

を
併
用
す
る

一
群
。
い
ず
れ
も
上
部
に
の
み
キ
リ
コ
ミ
を
入
れ
、
下
部

を
尖
ら
せ
る

一
三
〇
四
型
式

（ま
た
は
そ
の
断
片
）
。

ａ２群

（無
キ
リ
コ
ミ
群
）
下
端
を
尖
ら
せ
る
剣
先
形
の
一
〇
〇
四
型
式
。

ａ３群

（キ
リ
カ
キ
群
）
キ
リ
カ
キ
の
み
で
キ
リ
コ
ミ
を
入
れ
る

一
群
。
但
し
、

考古資料としての古代木簡
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表-15〈近江国坂田郡・庸米〉二条大路土療 S D5300出 土木簡の製作技法

枚

法

群

釈  文 (抄 )

Ａ

キ

リ

，
オ
リ

Bケズリ
Ｃ
キ
リ
カ
キ
三
角
形

Ｄ
キ
リ
オ
ト
ン
台
形

Ｅ

エ
グ

リ
半

円

形

学
会
型
式
番
号

山
中
型
式
番
号

備  考
側

面

平

面

A

辞

群

256 上坂郷戸主数・日虫麻呂戸庸六斗 ○ ○ ○ 257と 同文

262 上坂郷・戸主酒人公人諸土戸六斗 ○ ○ ○ 1304

上坂郷戸主坂日真入 須我而戸庸六斗 ○ ○ ○ 1388

上坂郷□匡・戸庸六斗 O ○ ○ 1304

上坂郷・酒波今庸六半 O ○ ○

上坂E ・庸米六斗 ○ ○ ○ 1388

273 上坂塀IEコ 臣足回 。米六斗 ○ ○ 〇 1388 ※1 坂日郡から

上坂郷戸主匠コ・戸六斗 ○ (○ ) O ※ ユ

ａ２
　
群

上坂郷戸主藪口虫・万呂戸庸六半 ○

上坂郷戸主・比流酒人万呂戸庸六 ○

群

・近江国坂田郡 '上坂日郷 〇 (○ ) ○ 1304 別機能

近江国匡・三斗 ① ○ ○ 1388 別用途

Ｂ
　
　
　
群

bl

詳

上坂日ηI戸主九部豊嶋・庸六斗 KO ○ ○ 2304 NK l

279 上坂郷戸主坂日酒人真人 2刀麻呂 KO ○ ○ ※ 2 上坂郷から

b2

群

258 上坂郷戸主比流・伊吹戸庸六□ KO 259と 同文

上坂郷戸主比流・伊吹戸庸六斗 KO

上坂郷戸主・酒人真人色測戸庸六斗 KO

鋒 上坂郷庸□斗 KO ○ ○ 2304

C

群

そ

他

275 上坂郷阿刀 ○ ○ ○ ○ (O) (O) 1304 Xl

276 上坂郷有羅里戸主坂 H老戸 ○ ○ 1004 庸米三斗

上坂田郷沼多重戸主 ○ ○ O ○ 1388 ※ 1 庸米六斗

・三斗酒波今麻呂 断片

上坂 H郷戸主建・部廣足戸六半 断 片 8888

上坂郷・六半 下端 新片 ※ 1

278 上坂郷戸主□□黒麻呂 (O) (○ ) (① ) O ※ 2 庸六斗

Nαは「平城宮発掘調査出土木筒概報 (二十四)一二条大路木簡  」の木簡通 し番号。
側面ケズリのKは圭頭を示す。



考古資料としての古代木簡

こ
の
小
群
は
庸
米
の
荷
札
で
は
な
い
。
特
に

〔
２５５
〕
は
近
江
国
庸
米
荷

札
群
の
検
収
整
理
札
と
し
て
機
能
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

Ｂ
　
圭
頭
群

ｂ
．
群

（キ
リ
オ
ト
ン
＋
エ
グ
ジ
技
法
群
）
キ
フ
オ
ト
ン
と
エ
グ
リ
の
両
技
法

を
併
用
し
て
キ
リ
コ
ミ
を
形
成
す
る

一
群
。
上
端
を
圭
頭
状
に
削
り
出

し
、
下
端
を
尖
ら
せ
る
二
三
〇
四
型
式
。

ｂ２
群

（無
キ
，
コ
ミ
群
）
上
部
を
圭
頭
状
に
削
り
、
下
部
を
尖
ら
せ
る
二
〇

〇
四
型
式
。

ｂ
８群

（キ
リ
カ
キ
■
キ
リ
オ
ト
ン
技
法
群
）
キ
，
カ
キ
と
キ
リ
オ
ト
シ
で
成

形
し
、
上
部
は
圭
頭
状
に
削
る
二
三
〇
四
型
式
。

Ｃ
　
そ
の
他

そ
の
他
こ
れ
ら
の
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
も
入
ら
な
い
八
点

（
２６６

。
２６７

・
れ

・
２７４

．
２７５
・
２７６

・
２７８
）
が
あ
る
。

う
ち
、

（
２７４
・
２７６
）
は
里
名
を
有
す
る
木
簡
で
、

他
と
別
時
期
に
貢
進
さ
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
。

以
上
、
近
江
国
庸
米
木
筒
は
、
同
郡
同
郷
内
に
製
作
技
法
が
二
群
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
技
法
群
が
直
頭

・
圭
頭
と
い
う
頭
部
の
形
態
に
も
対
応
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
と
こ
ろ
が
三
群
と
時
期
を
違
え
る
と
判
断
で
き
る
木
簡
は
、
同
じ

庸
米
木
簡
で
も
明
ら
か
に
製
作
技
法
が
異
な

っ
て
お
り
、
木
簡
製
作
者
が

一
定

時
間
が
経
過
す
る
と
交
替
す
る
こ
と
を
予
測
さ
せ
た
。

６
　
長
岡
京
貢
進
物
荷
札
の
製
作
技
法

前
項
ま
で
の
検
討
に
よ
っ
て
少
な
く
と
も
八
世
紀
の
前
半
か
ら
中
頃
の
二
条

大
路
路
面
上
の
上
装
や
内
裏
土
羨
か
ら
出
上
し
た
荷
札
木
簡
群
は
、
製
作
技
法

と
記
載
者
と
が

一
致
す
る
こ
と
、
そ
の
製
作
地
は
郡
以
下
、
郷
単
位
で
ま
と
ま

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
で
は
こ
れ
ら
は
、
時
期
の
下
が
る
長
岡
京
で
は
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
Ｓ
Ｄ
一
三
〇

一
、
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
二
出
上
の
越
前
国
米
貢

進
荷
札
及
び
伊
予
国
白
米
貢
進
荷
札
の
検
討
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。

①
　
越
前
国
米
貢
進
荷
札
の
製
作
技
法

Ｓ
Ｄ
一
三
〇

一
・
五
二
〇
二
出
上
の
越
前
国
木
簡

（表
１
１６
）
は
大
半
が
上

端
部
を
圭
頭
状
、
下
端
部
を
剣
先
状
に
尖
ら
せ
る
と
い
う
共
通
し
た
形
状
を
と

（４‐
）

る
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
よ
く
観
察
し
て
み
る
と
圭
頭
状
の
も
の
は
六
〇
％

に
過
ぎ
ず
残
り
四
〇
％
は
直
頭
状
で
あ
る
。
圭
頭
状
木
簡
は
江
沼
郡
に
二
点

（８４

・
８５
）
、
坂
井
郡
に
四
点

（７７
を
８０
）
、
大
野
郡
に
三
点

（３５
・
３８

・
３９
）
、

足
羽
郡
に
三
点

（４０
を
４２
）
あ
る
。
即
ち
、
同

一
郡
内
で
全
て
圭
頭
状
を
塁
す

る
の
は
足
羽
郡
だ
け
で
、
江
沼
郡
で
は
出
下
郷
の
二
点

（
８４

・
８５
）
、

坂
井
郡

で
は
川
日
郷
の
二
点

（７８

・
７９
）
、
袋
郷
に
は
な
く
、
高
向
郷
、
海
郷
の
各

一

点
に
、
大
野
郡
に
は
大
山
郷
と
大
沼
郷
に
あ

っ
て
他
に
な
い
等
、　
一
定
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。　
ま
た
、
同
じ
圭
頭
で
も
、

〔
８０
〕
の
圭
頭
は

一
方
向
か
ら

順
に
削
り
出
し
て
お
り
、
左
右
か
ら
削
る
も
の
と
は
違
う
。

資
料
荻
が
少
な
く
、
結
論
は
急
ぐ
べ
き
で
は
な
い
が
、
技
法
の
違
い
や
型
式

の
違
い
等
か
ら
、
こ
れ
ら
の
木
簡
も
ま
た
、
郷
単
位
よ
り
大
き
な
ま
と
ま
り
を

見
出
す
こ
と
は
困
難
と
い
え
る
。



な
お
、
越
前
国
木
筒
は
い
ず
れ
も
短
く
、
キ
リ

・
オ
リ
技
法
が
多
用
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
も
使
用
し
た
原
木
は
完
成
品
の
三
倍
程
度
の
長
さ
を
も
つ
板
材

原
木
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

②
　
伊
予
国
白
米
貢
進
荷
札
の
製
作
技
法

伊
予
国
か
ら
の
貢
進
荷
札
は
三
二
点
あ
る

（表
１
１７
）
ｏ
内
半
数
の
一
一
点

が
キ
リ

。
オ
リ
技
法
で
成
形
さ
れ
、
そ
の
痕
跡
を
残
し
て
い
る
。
キ
リ
コ
ミ
の

成
形
は
大
半
が
キ
ツ
カ
キ
技
法
で
、
越
智
郡
と
野
間
郡
に
エ
グ
，
技
法
が
各

一

点

（５９

。
７２
）
あ
る
。
ま
た
、
越
智
郡
朝
倉
村
の
四
点

（
５４０
●
５９

。
６０

．
６２
）

は
全
て
キ
リ
オ
ト
ツ
技
法
で
、
他
の
三
郷
と
際
だ
っ
た
違
い
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
郷
名
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
越
智
郡
の
一
群
に
キ
リ
カ
キ
技
法
の
み

で
成
形
す
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
は
鴨
郷

（
６．
）
か
ら
の
貢
進
で
あ
る
。

一
方
、
形
態
に
着
目
す
る
と
、
越
智
郡
の
木
簡
は
全
て
上
下
両
端
に
キ
リ
コ

ミ
を
入
れ
る

一
三
三

一
型
式
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
そ
の
他
の
郡
に
は
、
異
型

式
の
木
簡
が
含
ま
れ
て
い
る
。
特
に
伊
予
郡
か
ら
出
上
し
た
三
点

（７３
を
７５
）

が
全
て
型
式
を
異
に
し
、　
か
つ
郷
名
も
異
に
す
る

（可
能
性
が
高
い
）
。　
こ
の

よ
う
な
様
相
は
先
の
伊
豆
国
、
参
河
国
三
島
等
に
も
み
ら
れ
る
点
で
、
同
国
内

に
お
い
て
も
郡
が
違
え
ば
、
郡
内
の
荷
札
の
作
り
方
は
、
必
ず
し
も
統

一
さ
れ

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
伊
予
郡
の
木
簡
は
書
式

を
変
え
、
「白
米
五
斗
」
「地
子
米
五
斗
」
等
と
内
容
を
詳
細
に
示
し
て
い
る
点

で
も
他
と
異
な
っ
て
お
り
、
郡
と
し
て
の
独
自
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

越
前
国
と
伊
予
国
の
限
ら
れ
た
二
箇
国
で
は
あ
る
が
八
世
紀
末
の
長
岡
京
期

表 -17〈伊予国。白米〉 S D 5202出 土
木簡の製作技法

表-16〈越前国。白米〉 S D1301・
S D5202出 土木簡の製作技法



考古資料としての古代木簡

に
、
郷

・
村
単
位
で
の
製
作
技
法
の
ま
と
ま
り
が
確
認
で
き
た
。

日
本
の
古
代
荷
札
木
筒
は
、
八
世
紀
を
通
じ
て
原
則
的
に
郡
以
下
の
郷
段
階

で
製
作

・
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
確
に
し
え
た
と
思
う
。

四
　
一貝
進
物
荷
札

の
製
作
段
階
と
そ
の
機
能

本
章
で
は
、
既
に
検
討
し
た
貢
進
物
荷
札
の
製
作
技
法
の
成
果
か
ら
、
そ
れ

ら
が
い
つ
、
ど
こ
で
製
作
さ
れ
た
か
を
ま
と
め
た
上
で
、
ど
の
よ
う
な
状
態
で
、

何
を
目
的
に
付
け
ら
れ
、
貢
進
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
る
こ

と
に
す
る
。

１
　
貢
進
物
荷
札
の
製
作
段
階

前
章
ま
で
に
、
平
城
京
前
半
期
か
ら
長
岡
京
期
ま
で
の
、
各
地
か
ら
搬
入
さ

れ
た
荷
札
群
の
製
作
技
法
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
観
察
し
う
る
共
通
の
技

法
群
を
抽
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
木
簡
の
製
作
地
を
探
る
素
材
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
れ
ら
は

一
律
に
解
釈
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
従
来
の
説
以

上
に
、
郷
単
位
ま
で
の
ま
と
ま
り
を
確
認
で
き
、
そ
の
積
極
的
な
評
価
が
求
め

ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
既
存
の
文
献
史
学
の
研
究
成
果
の
通
り
、
古
代
徴
税
組
織

の
中
枢
が
郡
衛
で
あ

っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
文
献
に
は
現
わ
れ

な
い
荷
札
木
簡
の
示
す
様
相
は
、
貢
進
物
を
徴
税
す
る
末
端
の
体
制
を
、
律
令

国
家
が
十
分
に
整
備
し
て
い
た
と
評
価
す
る
に
足
る
も
の
で
あ

っ
た
。

最
も
典
型
的
な
事
例
は
、
隠
伎
国
の
調
海
産
物
貢
進
荷
札
で
あ
る
。
同
国
で

は
、
原
木
の
選
択
、
製
作
技
法
、
木
簡
型
式
、
書
式
な
ど
、
荷
札
に
求
め
ら
れ

る
あ
ら
ゆ
る
要
素
が
郷
単
位
で
ま
と
ま
り
、
同
郡
同
郷
を
越
え
て
共
通
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

近
江
国
庸
米
木
簡
も
同
様
で
、
出
土
し
た
二
群
の
木
簡
は
、
坂
田
淋
上
坂
郷

の
二
人
の
木
簡
製
作
者
に
対
応
し
て
い
た
。
検
討
の
対
象
と
し
得
た
同
国
の
木

簡
は
上
坂
郷
の
み
で
、
他
郡
の
様
相
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
近

江
国
で
は
同
時
期
に
、
同
郷
内
に
、
同
目
的
で
税
の
貢
進
に
携
わ
る
二
人
の
人

物
が
存
在
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

参
河
国
で
は
、
贄
の
貢
進
が
原
則
的
に
篠
嶋
、
析
鳴
、
比
莫
鳴
三
島
で
行
わ

れ
て
き
た
。
貢
進
に
は

一
定
の
ル
ー
ル
が
存
在
し
た
ら
し
く
、
篠
鳴
は
奇
数
月

に
、
析
嶋
は
偶
数
月
に
貢
納
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
各
当
番
月
に
貢
納
さ
れ

る
贄
に
付
さ
れ
た
荷
札
は
、
各
島
固
有
の
技
法
で
作
ら
れ
て
お
ヶ
、
別
島
と
共

通
す
る
こ
と
は
な
い
。
貢
進
月
の
木
衝
製
作
者
は
、
各
島
に
二
ｉ
三
人
存
在
し
、

彼
ら
は
日
常
的
に
は
交
替
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
三

・
六
ｉ
八

月
に
限

っ
て
、
非
当
番
島
か
ら
も
貢
納
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
貢
納
物
に
付
さ
れ

た
荷
札
の
製
作
技
法
は
、
両
島
で
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
い
技
法
で
あ
り
、
か

つ
形
態
も
特
例
の
も
の
で
あ

っ
た
。
つ
ま
り
、
原
則
的
な
貢
納
に
伴
う
木
簡
製

作
は
島
毎
に
行
わ
れ
る
が
、
非
原
則
的
な
業
務
は
島
を
越
え
た
体
制
ま
た
は
組

織
で
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

伊
豆
国
木
筒
は
、
木
簡
製
作
技
法
だ
け
で
は
グ
ル
ー
プ
を
十
分
に
抽
出
し
得



な
か
っ
た
が
、
追
記
の
筆
跡
の
成
果
を
加
味
す
る
と
、
や
は
り
郷
で
製
作

・
記

載
し
、
こ
れ
に
郡
が
点
検
、
追
記
す
る
と
い
う
新
た
な
実
態
を
示
し
た
。
さ
ら

に
、
部
分
的
で
は
あ
る
が
、
駿
河
国
木
簡
に
は
里
毎
の
ま
と
ま
り
の
可
能
性
も

確
認
し
え
た
。

こ
う
し
た
諸
国
の
実
態
が
、
仮
に
、
郡
衝
内
部
で
郷
毎
に
役
割
分
担
が
定
め

ら
れ
、
そ
の
結
果
の
反
映
で
あ

っ
た
と
す
る
な
ら
、
諸
国
に
お
い
て
も
参
河
国

三
島
の
特
殊
月
の
様
に
、
郷
相
互
に
重
な
る
技
法
群
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
様
な
例
は
む
し
ろ
例
外
で
、
大
半
は
郷
毎
の
ま
と
ま
り
を
示
し
て

い
た
。

弘
仁
十
三
年
関
九
月
二
十
日
太
政
官
符
に
よ
れ
ば
、

（前
略
）

郡
書
生
杖
翻
臥
欺

孔
彎
意
　
毎
郡
案
主
二
人
　
録
取
二
人

締
ζ
真
正
倉
官
舎
院
別
三
人

徴

税

丁

郷
型

天

　

調

長

一天

　

服

長

郷
別

一
人

庸
長
割
型

人
　
庸
米
長
郷
型

人

酢控快杖柵廿短人　私棚対圧人

（後
略
）

郡
書
生
以
下
に
徴
税
丁
が
記
さ
れ
、
郷
別
二
人
と
あ
る
。

徴
税
丁
は
税
の
徴
収
に
関
与
す
る
人
物
で
、
郡
衛
の
直
轄
下
に
あ
る
と
解
さ

（４３
）

れ
て
い
る
。
し
か
し
近
江
国
上
坂
郷
の
二
人
を
は
じ
め
、諸
郷
に
複
数
の
木
簡
製

作
者
が
い
る
こ
と
を
既
に
各
地
の
例
で
確
認
し
た
。
と
す
る
な
ら
当
史
料
の
い

う
徴
税
丁
の
「郷
別
Ｌ
一人
と
は
、
郡
の
管
理
下
で
あ

っ
て
も
特
定
の
郷
に
所
在

し
、
郷
で
徴
税
に
あ
た
っ
た
人
物
と
解
釈
す
る
方
が
整
合
的
で
は
な
か
ろ
う
か
。

郷
に
お
け
る
実
務
を
担
当
し
得
る
役
所
が
ど
こ
に
所
在
し
、
ど
の
よ
う
な
環

境
で
あ

っ
た
の
か
。
こ
の
解
釈
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
は
、
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
は
多
い
が
、
貢
進
物
荷
札
を
考
古
資
料
と
し
て
検
討
し
た
時

の
、
現
状
で
の
一
応
の
到
達
点
と
し
て
お
き
た
い
。

２
　
貢
進
物
荷
札
の
発
送
形
態

前
章
ま
で
に
取
り
上
げ
た
平
城
京
や
長
岡
京
の
荷
札
類
に
は
、
記
載
内
容
が

全
く
同
じ
か
、　
一
部
省
略
し
て
同
じ
も
の
が
複
数
組
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、

記
載
内
容
が
同

一
で
は
な
い
が
、
同
時
期
に
同
国
、
同
郡
、
同
郷
か
ら
発
送
さ

れ
な
が
ら
、
形
態
の
異
な
る
荷
札
も
存
在
す
る
。
何
故
こ
の
よ
う
な
状
況
が
荷

札
の
廃
棄
先
で
生
じ
た
の
か
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
て
み

（４４
）

る

こ
と
に
す

る
。

ω
　
近
江
国
庸
米
木
衛
の
発
送
形
態

二
条
大
路
路
面
上
の
土
躾
Ｓ
Ｄ
正
三
〇
〇
か
ら
出
土
し
た
近
江
国
庸
米
木
簡

は
、
発
送
形
態
を
復
原
す
る
の
に
最
適
な
木
簡
群
で
あ
る

（表
１
１５
ヽ
図
版
九
―

０
１
０
）。

Ａ
　
直
頭
形
木
簡
群
‥
同
文
同
技
法
異
型
式

ａ．
群
２５６

〔
一
三
〇
四
型
式
〕
・
ａ２
群
２５７

〔
一
〇
〇
四
型
式
〕

２５６

。
近
江
国
坂
田
郡
上
坂
郷
戸
主
藪



考古資料としての古代木簡

・
田
虫
床
昌
戸
庸
六
斗

Ｂ
　
圭
頭
状
木
簡
群
‥
同
文
同
技
法
同
型
式

ｂ
ｉ群
２５８
・
２５９

〔
二
〇
〇
四
型
式
〕

２５８
２５９
・
近
江
国
坂
田
郡
上
坂
郷
戸
主
比
流

・
伊
吹
戸
庸
六
□

Ａ
・
Ｂ
両
群
は
上
坂
郷
の
二
人
の
木
簡
製
作
者
の
手
に
な
る
。
両
群
と
も
に

荷
札
形

（
ａ．
・
ｂｉ群
）
と
剣
先
形

（
ａ２
・
ｂ２
群
）
の
両
形
態
木
簡
を
製
作
し
て

お
り
、
当
郷
に
お
け
る
荷
札
の
基
本
形
態
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
木
簡
は
、

同
時
期
に
同
郷
か
ら
同
目
的
で
貢
進
さ
れ
た
庸
米
に
付
さ
れ
た
木
簡
だ
か
ら
、

殿 荷札形 短冊形

A群

〔直頭形〕

日
日
日
Ｖ

日

日

Ｖ

B群

〔圭頭形〕

∩

日

Ｖ

喩

日

Ｖ

発
送
時
に
は

「短
冊
形
二
枚
、
荷
札
形

一
枚
」
（第
■
図
）
の
形
態
だ
っ
た
と
推

定
で
き
る
。
木
簡
の
保
管
元
や
、
消
費
地
で
抜
き
取
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
が
間

題
に
は
な
る
が
、
発
送
元
を
こ
の
状
態
で
出
発
し
た
こ
と
だ
け
は
事
実
で
あ
ろ

う
。
な
お
、
記
載
内
容
を
検
討
す
る
と
、
荷
札
形
に
は
国
名
や
郡
名
の
省
略
形

が
あ
り
、
短
冊
形
に
は
な
い
。
と
す
る
と
、
短
冊
形
が
貢
進
内
容
を
伝
え
る
た

め
の
木
簡
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
以
下
、
近
江
国
の
発
送
基
本
形
を
モ
デ
ル
と

し
て
他
国
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

②
　
一
一条
大
路
路
面
上
の
上
城
Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇

・
五
三
〇
〇
の
同
文
木
簡

近
江
国
と
同
様
の
状
況
を
呈
す
る
も
の
に
、
次
の
伊
豆
国
賀
茂
郡
賀
茂
郷

（図
版
八
１
０
。
ω
）
や
、
中
郡
都
比
郷
の
木
簡
が
あ
る

（図
版
九
ｌ
①
。
②
）。

Ａ
同
文
同
技
法
具
型
式
‥
２６７

・
２６８

〔二
三
三
二

・
一
〇
〇

一
型
式
〕

２６７
　
伊
豆
国
賀
茂
郡
賀
茂
郷
題
詩
里
戸
主
矢
田
部
刀
良
床
呂
口
矢
田
部
刀
＝

Ｈ
良
調
荒
堅
魚
十

一
斤
十
両

「十

一
連
二
九
」

天
平
七
年
十
月

Ｂ
同
文
同
技
法
同
型
式
‥
２９０

●
２９‐

【
一
三
三

一
型
式
〕

２９０
伊
豆
国
中
郡
都
比
郷
有
覚
里
戸
唯
和
締
割
鯨
酔
呂
調
荒
堅
魚
＝

＝
十

一
斤
十
両
期
斑
任
軌
九
月

賀
茂
郡
川
津
郷
で
は
、
記
載
内
容
は
異
な
る
が
短
冊
形

〔二
〇
〇
二
型
式
〕

と
荷
札
形

〔二
三
〇
二
型
式
〕
が
共
伴
し
て
い
る
。
賀
茂
郡
内
で
は
、
郷
に
よ

り
細
部
の
形
状
は
異
な
る
が
、
近
江
国
同
様
、
「短
冊
形
二
枚
、
荷
札
形

一
枚
」

の
組
合
せ
を
復
原
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
、
中
郡
都
比
郷
で
は
文
面
は
異
な
な

第■図 近江国坂田郡上坂郷庸米荷札の
発送形態の復原



が
、
別
の
一
点
も
同
型
式
の
可
能
性
が
高
い
。
都
比
郷
で
は
同
型
式
ば
か
り
の

「荷
札
形
三
枚
」
で
発
送
し
た
も
の
と
復
原
し
て
お
き
た
�
。）

こ
の
他
、
同
文
同
型
式
の
も
の
に
、
駿
河
国
（２３０
●
２３‐
‥
一
〇
〇
一
型
式
、
図
版

八
ｌ
ω
・
②
）、
安
房
国

（３０８
・
即
‥
〓
壬
三

型
式
）、
能
登
国

（３５‐
●
３５２
‥
〓
三
二

一
型
式
）、
同
文
異
型
式

の
も
の
に
若
狭
国

（３３４
。
３３５
‥
〓
一三

一
・
一
〇
〇
四
型

式
）
が
あ
統
¨

こ
れ
ま
で
の
貢
進
物
荷
札
木
簡
の
様
相
に
比
し
て
、
コ
一条
大

路
木
簡
」
に
短
冊
形
が
多
い
の
は
、
本
来
、
消
費
地
に
到
達
す
る
ま
で
に
、
勘

検
の
た
め
抜
き
取
ら
れ
て
い
た
は
ず
の
木
簡
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
残
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
点
で
興
味
深
い
の
は
、
長
岡
京
太
政
官
厨
家
跡
出
土
越
前
国
米
貢
進
木

簡
で
あ
る
。
前
述
の
検
討
結
果
か
ら
明
ら
か
に
な

っ
た
新
事
実
に
よ
れ
ば
、
Ｓ

Ｄ
一
三
〇

一
の
二
三
区
ぞ
二
五
区
か
ら
出
土
し
た
木
簡
群
は
、
結
局
大
半
が
検

収
や
勘
検
の
た
め
に
保
管
さ
れ
て
い
た

一
年
度
分
の
文
書
で
あ

っ
た
。
と
す
る

と
、
越
前
国
木
筒
だ
け
を
消
費
先
の
廃
乗
物
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は

な
い
。

「
地
子
米
と
し
て
貢
納
さ
れ
た
抹
を
勘
検
す
る
た
め
、
複
数
あ

っ
た
荷

札
か
ら
短
冊
形
の
一
枚
を
抜
き
取
り
、
保
管
し
た
」
と
解
釈
し
た
ら
ど
う
だ
ろ

う
。
荷
札
形
ば
か
り
で
貢
納
さ
れ
た
伊
予
国
な
ど
で
は
、
荷
札
形
を
抜
き
取
ら

ざ
る
を
得
な
い
が
、
短
冊
形
を
混
合
し
た
越
前
国
で
は
、
勘
検
用
と
し
て
発
送

元
か
ら
付
さ
れ
て
い
た
短
冊
形
が
抜
き
取
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
様
な
貢
納
の
様
相
が
再
現
で
き
る
と
、
た
と
え
同
文
や
同
型
式
の
木
筒

群
が
な
く
と
も
、
同
郷
の
木
簡
群
が
複
荻
確
認
で
き
れ
ば
、
発
送
元
の
郷
が
荷

札
を
ど
の
様
に
セ
ツ
ト
し
た
か
を
再
現
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
そ
し
て
そ

の
機
能
は
、
従
来
の
考
え
方
通
り
、
貢
進
物
の
勘
検
用
の
札
と
す
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

お

わ

り

に

都
城
で
出
土
す
る
、
中
央
官
司
発
行
の
文
書
木
簡
の
製
作
技
法
を
検
討
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
木
筒
そ
の
も
の
が
文
面
の
記
載
者
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
を
も

っ
て
、
従
来
、
記
載
者
の
筆
跡
で
し
か
判
断

で
き
な
か
っ
た
木
簡
の
群
と
し
て
の
検
討
に
、
新
し
い
要
素
を
加
味
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
。

都
城
で
の
木
簡
製
作
過
程
の
解
明
に
よ
っ
て
、
諸
国
か
ら
大
量
に
搬
入
さ
れ
、

消
費
地
で

一
括
投
棄
さ
れ
た
貢
進
物
荷
札
に
つ
い
て
も
、
大
半
の
木
簡
が
記
載

者
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
結
果
、
や
は
り

書
風
や
筆
跡
か
ら
し
か
判
別
で
き
な
か
っ
た
荷
札
木
簡
の
製
作
段
階
を
、
別
の

視
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。

結
論
と
し
て
、
現
段
階
の
資
料
で
は
、
郷

（島
）
毎
の
ま
と
ま
り
で
製
作

・

記
載
さ
れ
る
場
合
が
多
い
こ
と
を
示
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
ま
と
ま
り
が
郷
の

行
政
的
事
務
機
構
が
整
備
さ
れ
た
結
果
な
の
か
、
郡
段
階
で
役
割
別
分
担
さ
れ

て
い
た
だ
け
な
の
か
は
明
確
で
は
な
い
。
木
筒
記
載
場
所
の
空
間
的
隔
絶
な
ぐ

し
て
有
り
得
な
い
よ
う
な
製
作
技
法
や
形
態
、
書
式
の
違
い
が
数
多
く
存
在
す



考古資料としての古代木簡

る
こ
と
か
ら
、
本
論
で
は
そ
の
場
を
前
者
と
考
え
た
。

但
し
、
こ
う
し
た
課
題
を
よ
り
広
い
視
野
か
ら
考
古
学
的
に
研
究
す
る
に
は
、

郡
衝
跡
と
想
定
さ
れ
る
遺
跡
の
構
造
分
析
だ
け
で
な
く
、
特
定
の
地
域

（旧

郡
単
位
）
に
お
け
る
古
代
集
落
の
配
置
や
構
膨
）
集
落
か
ら
出
土
す
る
諸
遺
物

の
構
成
、
と
り
わ
け
墨
書
土
器
、
線
刻
土
器
等
の
文
字

・
準
文
字
資
料
の
集
落

内
部
で
の
様
幅
が
総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。

本
論
は

一
九
九

一
年
第
十
三
回
木
簡
学
会
研
究
集
会
に
お
い
て

″
考
古
資
料

と
し
て
の
古
代
木
簡
〃
と
題
し
て
発
表
し
た
内
容
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

発
表
の
席
上
、
佐
原
員
、
杉
本

一
樹
、
鬼
頭
清
明
、
今
泉
隆
雄
、
志
水
正
司
の

諸
氏
か
ら
木
筒
の
製
作
技
法
に
つ
い
て
数
多
く
の
ご
教
示
を
受
け
た
。
ま
た
研

究
集
会
で
の
発
表
及
び
本
論
を
成
す
に
当
た
っ
て
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

の
綾
村
宏
、
館
野
和
己
、
寺
崎
保
広
、
森
公
章
、
渡
辺
晃
宏
の
各
氏
に
は
、
同

研
究
所
所
蔵
の
木
簡
調
査
に
多
大
な
便
宜
を
図

っ
て
い
た
だ
い
た
。
本
論
は
こ

れ
ら
の
御
援
助
な
く
し
て
は
成
稿
し
え
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
長
岡
京
木
筒
の
解

釈
、
技
法
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
今
泉
隆
雄
、
鎌
田
元

一
、
清
水
み
き
各
氏
の
ご

教
示
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
し
た
い
。
ａ

九
九
二
年
九
月
二
〇
日
）

譲（１
）

岸
俊
男

「木
簡
研
究
の
課
題
」
（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『第
一
回
木
簡
研

究
集
会
記
録
』
一
九
七
六
年
）

（２
）

今
泉
隆
雄

「貢
進
物
付
札
の
諸
問
題
」
（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『研
究
論

集
』
Ⅳ
　
一
九
七
八
年
）

（３
）

今
泉
隆
雄

「濤
ｓ
Ｄ
一
三
〇

一
出
土
木
簡
の
諸
問
題
」

（向
日
市
教
育
委
員
会

『
長
岡
京
木
簡
　
一
』
解
説
編
、
総
論
第
三
章
　
一
九
八
五
年
）

（
４
）

東
野
治
之

「
古
代
税
制
と
荷
札
木
簡
」

（塙
書
房

『
日
本
古
代
木
簡
の
研
究
』

所
収
　
一
九
八
三
年
）

（５
）

①
清
水
み
き

「
長
岡
京
跡
」
翁
木
簡
研
究
』
第
四
号
　
一
九
八
二
年
）

②
清
水
み
き

「
長
岡
京
跡
」
翁
木
簡
研
究
』
第
九
号
　
一
九
八
七
年
）

◎

『
向
日
市
史
』
史
料
編

（向
日
市
史
編
さ
ん
委
員
会
　
一
九
八
八
年
）

こ
れ
ら
の
新
出
資
料
等
に
つ
い
て
は
、
現
在

『
長
岡
京
木
簡
　
一
直

と
し
て
刊
行

す
べ
く
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（６
）

①
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報

（
二
十

一
）

―
長
屋
王
家
木
簡
　
一
―
』
全

九
八
九
年
）

②
奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所

『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報

（
二
十
二
）
―

二
条
大
路
木
簡
　
一
―
』
盆

九
九
〇
年
）

③
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報

（
二
十
三
）
―

長
屋
王
家
木
簡
　
一
一―
』
盆

九
九
〇
年
）

④
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報

（
二
十
四
）
―

二
条
大
路
木
簡
　
一一―
』
盆

九
九

一
年
）

⑤
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
平
城
官
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報

（
二
十
五
）
―

長
屋
王
家
木
簡
　
一二
十
』
盆

九
九
二
年
）

⑥
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
平
城
京
長
屋
王
邸
宅
と
木
簡
』

全
口
川
弘
文
館

一
九
九

一
年
）

（７
）

例
え
ば
文
献
史
学
の
立
場
か
ら
木
簡
の
実
物
に
即
し
た
研
究
と
し
て
樋
口
知
志

氏
の
、
弓
二
条
大
路
木
簡
』
と
古
代
の
食
料
品
貢
進
制
度
」
翁
木
簡
研
究
』
第

一

三
号
　
一
九
九

一
年
）
が
あ
る
。
こ
の
中
で
、
同
氏
は
木
簡
の
記
載
書
式
に
注
目

し
、
伊
豆
、
駿
河
両
国
に
お
け
る
食
料
品
貢
進
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た

寺
崎
保
広
氏
は
、

「
最
近
出
土
し
た
平
城
京
の
荷
札
木
簡
―
伊
豆
国
を
例
と
し
て



―
」
翁
水
茎
』
第
九
号
　
古
筆
学
研
究
所
　
一
九
九
〇
年
）
に
よ
っ
て
国
別
木
簡

群
の
法
量
の
相
違
に
着
目
し
、
木
簡
製
作
の
国
毎
の
規
制
の
存
在
を
指
摘
し
た
。

さ
ら
に
筆
蹟
を
分
析
し
、
郷
で
ま
と
ま
り
の
あ
る
同
筆
関
係
及
び
郷
を
越
え
て
郡

で
ま
と
ま
り
の
あ
る
追
筆
の
同
筆
関
係
を
確
認
し
、
筆
記
段
階
を
そ
れ
ぞ
れ
郷
、

郡
と
し
た
。

（８
）

古
代
都
城
遺
跡
か
ら
は
、
比
較
的
多
く
の
刀
子

（刀
子
の
柄
、
刃
部
）
が
出
土

す
る
。
他
に
鈍
の
刃
部
の
出
土
例
も
多
い
が
、
木
簡
表
面
の
ケ
ズ
リ
痕
跡
に
は
、

こ
れ
に
よ
る
と
判
断
で
き
る
資
料
は
な
い
。

（９
）

岸
俊
男
註

（１
）
論
文
。

（１０
）

拙
稿

「
古
代
条
坊
制
論
」

翁
考
古
学
研
究
』

第
三
八
巻
第
四
号
　
一
九
九
二

年
）

（１１
）

今
泉
隆
雄
註

（３
）
文
献
に
同
じ
。

（・２
）

今
泉
隆
雄

「
長
岡
京
木
簡
と
太
政
官
厨
家
」
翁
木
簡
研
究
』
創
刊
号
　
一
九
七

九
年
）

（・３
）

今
泉
隆
雄
註

（３
）
文
献
に
同
じ
。
今
泉
氏
の
指
摘
に
あ
る
通
り
、
安
麻
呂
署

名
の
も
の
は
圭
頭
状
、
肋
万
呂
署
名
の
も
の
は
直
頭
状
を
塁
し
て
い
る
。

（・４
）

今
泉
隆
雄
註

（３
）
文
献
に
同
じ
。

（・５
）

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
平
城
宮
木
簡
　
一
』
（
一
九
六
九
年
）

（・６
）

註

（６
）
文
献
②

・
①

・
⑥

（・７
）

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
平
城
官
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報

（十
七
こ

（
一

九
八
四
年
）

（・８
）

向
日
市
教
育
委
員
会

『
長
岡
京
木
簡
　
一
』
（
一
九
八
四
年
）

（・９
）

渡
辺
晃
宏

「
二
条
大
路
木
簡
の
内
容
」

（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
平
城
京

長
屋
王
邸
宅
と
木
簡
』
　

一
九
九

一
年
）

（２０
）

寺
崎
保
広

「
平
城
京

『
二
条
大
路
木
簡
』
の
年
代
」
翁
日
本
歴
史
』
第
五
三
一

号
、　
一
九
九
二
年
）

（２．
）

今
泉
隆
雄
註

（２
）
論
文
。

（２２
）

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
平
城
官
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報

（十
九
産

（
一

九
八
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１８

（２３
）

樋
口
知
志
氏
は
註

（
７
）
論
文
の
中
で
芳
国
郡
記
載
の
木
簡
が
天
平
期
を
遡
る

と
し
て
い
る
。

（２４
）

樋
口
知
志
註

（７
）
論
文
。

（２５
）

渡
辺
誠

「
日
間
賀
島
北
地
古
墳
群
出
土
の
サ
メ
釣
針
」

（慶
応
義
塾
大
学
民
俗

学
考
古
学
研
究
室
編

『
考
古
学
の
世
界
』
所
収
　
一
九
八
九
年
）

（２６
）

今
泉
隆
雄
註

（２
）
論
文
。

（２７
）

Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
参
河
国
贄
木
簡
の
同
筆
関
係
に
つ
い
て
は
、
東
野
治
之
氏
も

註

（４
）
論
文
の
中
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。

（２８
）

筆
跡
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
判
断
は
避
け
る
が
、
こ
れ
ら
と
同
技
法
の
三
六
四

も
必
ず
し
も
果
筆
と
は
断
定
で
き
な
い
。
共
通
部
分
を
有
し
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。
そ
の
他
の
技
法
群
に
つ
い
て
も
改
め
て
多
人
数
の
判
断
に
よ
る
同
筆
関
係
の

認
定
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（２９
）

今
泉
氏
は
註

（
２
）
論
文
の
補
註
の
中
で
、
郡
衡
の
役
人
が
両
島
に
赴
く
こ
と

も
あ
る
こ
と
を
附
記
さ
れ
て
い
る
。
郡
行
の
役
人
が
郡
の
任
務
と
し
て
赴
い
た
か

否
か
は
別
に
し
て
、
木
簡
の
製
作
技
法
は
、
原
則
的
に
木
簡
が
島
単
位
に
製
作

・

記
載
さ
れ
、
長
岡
京
太
政
官
厨
家
跡
の
よ
う
に
同

一
木
簡
原
材
が
用
い
ら
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（３０
）

今
泉
隆
雄
註

（２
）
論
文
。

（３．
）

同
論
文
に
引
用
さ
れ
て
い
る
木
簡
を
全
て
実
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

残
り
に
つ
い
て
も
い
ず
れ
機
会
を
み
て
検
討
し
て
み
た
い
。

（３２
）

Ａ
‥
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報

（四
産

（
一
九
六
七
年
）

Ｓ
Ａ
四

一
二
〇
Ｉ
Ａ
雨
落
濤
か
ら
は

一
万
三
千
余
点
の
木
簡
が
出
上
し
た
。
内

容
的
に
は
式
部
省
の
考
課
、
選
叙
に
関
す
る
木
簡
が
大
半
で
あ
る
。
年
紀
は
神
亀

五
年

（七
二
八
）
か
ら
宝
亀
元
年

（七
七
〇
）
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
多
く
は
天



考古資料としての古代木簡

平
宝
字
末

（七
六
四
）
年
か
ら
神
護
景
雲
年
間

（七
六
七
ぞ
七
七
〇
）
に
集
中
し

て
い
る
。

Ｂ
‥
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報

（六
置

（
一
九
六
九
年
）

Ｓ
Ｄ
五
七
八
八
は
、
東
院
張
り
出
し
部
の
南
辺
を
限
る
二
条
条
間
大
路

（幅

一

八
ｍ
）
の
南
側
濤
に
あ
た
る
。
本
木
簡
の
示
す
よ
う
に
天
平
勝
宝
七
歳

（七
五
五
）

の
紀
年
木
簡
が
あ
る
。

Ｃ

（
一
九
四
八
）
。
Ｄ

（
二
七
〇
五
▼
・奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
平
城
官
木

簡
　
一
直

（
一
九
七
四
年
）

Ｃ
は
Ｓ
Ｋ
二
一
〇

一
か
ら
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｋ
二
一
〇

一
は
内
裏
外
郭
南
辺
築
地

Ｓ
Ａ
四
八
八
の
北

一
・
四
ｍ
に
所
在
す
る
塵
芥
処
理
上
残
で
あ
る
。
埋
土
は
基
本

的
に
二
層
に
分
れ
、
木
簡
は
下
層
か
ら
出
土
し
た
。
上
残
か
ら
は
天
平
十
八
年
九

月
、
天
平
勝
宝
二
年
の
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、
本
土
疲
の
埋
没
年
代
は
天
平
勝

宝
年
間

（七
四
九
ｔ
七
五
七
年
）
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

Ｄ
は
Ｓ
Ｋ
三
二
一
三
か
ら
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｋ
三
二
一
三
は
東
方
官
衛
内
の
方
形

の
上
躾
で
、
和
銅
二
年
の
年
紀
の
あ
る
木
簡
が
共
伴
し
て
い
る
。

（３３
）

本
論
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
Ａ
ぞ
Ｄ
木
簡
の
製
作
技
法
や
同
筆
関
係
に
つ
い
て
、

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
最
新
型
赤
外
線
テ
レ
ビ
に
よ
り
、
館
野
和
己
、
渡
辺

晃
宏
氏
と
と
も
に
再
検
討
を
加
え
た
。
そ
の
結
果
、
断
定
は
難
し
い
も
の
の
、
①

Ａ
と
Ｂ
、
Ａ
と
Ｃ
は
同
筆
と
は
判
断
し
が
た
い
筆
跡
が
荻
多
く
あ
る
。
②
Ｂ
と
Ｃ

も

「
國
」
の
ハ
ネ
や
カ
マ
エ
の
角
度
な
ど
違
う
点
が
目
に
つ
く
。
③
Ｂ
と
Ｄ
は
同

筆
の
可
能
性
は
あ
る
。
と
の
一
定
の
評
価
を
得
た
。
勿
論
そ
の
確
定
は
慎
重
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
製
作
技
法
と
合
せ
て
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
を
同
筆
と
す

る
根
拠
は
さ
ら
に
弱
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。

（３４
）

註

（６
）
ｌ
②

ｏ
④
文
献
。

（３５
）

こ
の
他
、
周
吉
郡
に
お
い
て
も
技
法
の
違
い
と
書
式
の
違
い
が
郷
毎
に
異
な
っ

て
い
る
。

３８２　
隠伎
国
周吉
郡融脚瓢
姉瀬
里欺鞍螂鶴
男

３８４
　
隠
伎
国
周
吉
郡
噺
婚
釧
紛
誌
鯉
林
蹴
部
天
平
七
年

（３６
）

寺
崎
保
広
註

（７
）
論
文
。

（３７
）

こ
の
こ
と
は
理
論
上
は
郡
を
越
え
て
、
製
作
校
法
の
同
じ
も
の
は
同
人
の
製
作

に
よ
る
と
い
う
解
釈
を
生
む
余
地
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
後
述
す
る
理
由
か
ら
郡

単
位
で
検
討
す
る
。

（３８
）

伊
豆
、
駿
河
両
国
木
簡
に
は
同
郡
異
型
式
の
木
衡
が
数
多
く
あ
る
。
こ
の
こ
と

も
製
作
技
法
に
一
定
の
ま
と
ま
り
を
見
出
し
に
く
い
要
因
で
あ
ろ
う
。

寺
崎
保
広
註

（
７
）
論
文
。

寺
崎
保
広
註

（７
）
論
文
。

今
泉
隆
雄
註

（３
）
文
献
。

吉
口
孝

「
雑
得
制
の
展
開
過
程
」
翁
律
令
国
家
と
古
代
の
社
会
』
　

一
九
八
三

年
所
収
）
の
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
所
蔵

『
類
乗
三
代
格
』
に
よ
り
校
訂
さ
れ

た
太
政
官
符
。

今
泉
隆
雄
註

（
２
）
論
文
。

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
平
城
官
木
簡
　
一
』
（
一
九
六
九
年
）
で
示
さ
れ
た

つ
ぎ
の
五
点
の
木
簡
を
め
ぐ
り
、
既
に
各
氏
の
検
討
が
示
さ
れ
て
い
る
。
特
に
東

野
治
之
氏
は
註

（４
）
論
文
の
中
で
当
該
木
簡
の
あ
り
ふ
れ
た
内
容
で
あ
る
こ
と

か
ら

「
ほ
と
ん
ど
の
場
合

一
つ
の
貢
進
物
に
つ
き
復
奴
の
荷
札
が
つ
け
ら
れ
て
い

た
が
、
消
費
の
段
階
で
残
さ
れ
た
の
は
原
則
と
し
て

一
枚
だ
け
で
あ

っ
た
と
考
え

る
の
が

一
番
妥
当
で
あ
ろ
う
」

「
さ
ら
に

一
歩
進
め
、
貢
進
物
の
検
収
の
際
予
め

除
か
れ
る
荷
札
と
、
最
後
ま
で
残
さ
れ
る
荷
札
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
し
た
い
」

と
さ
れ
た
。
限
ら
れ
た
木
簡
資
料
し
か
出
上
し
て
い
な
い
段
階
で
示
さ
れ
た
卓
見

で
あ
る
と
考
え
る
。

３３８
　
上
総
朝
夷
郡
健
田
郷
戸
主
額
田
部
小
君
戸
口
矢
作
部
林
調
鰻
六
斤
＝

42 41 40 394を  43



」
醜
〕

―
天
平
十
七
年
十
月

３３９
　
朝
夷
郡
健
田
郷
戸
主
額
田
部
小
君
戸
口
矢
作
部
林
調
鮫
六
斤
�
翻
緋
七
年
十
月

３４０
　
失
作
部
林

４２４
４２５
　
三
方
郡
弥
美
郷
中
村
里
別
朝
教
人

（４５
）

こ
の
様
に
細
部
の
形
状
の
違
い
を
認
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
郷
毎
の
独
自
性

が
益
々
強
烈
に
浮
か
び
上
が
る
こ
と
に
な
る
。

（４６
）
２３０
●
駿
河
国
駿
河
郡
相
原
郷
小
林
里
戸
主
若
舎
人
部
伊
加
麻
呂
戸
若
舎
人
部
人

・
麻
呂
調
荒
堅
魚
十

一
斤
十
両
　
天
平
七
年
十
月

狙

・
駿
河
国
駿
河
郡
柏
原
郷
小
林
里
戸
主
若
舎
人
部
伊
加
麻
呂
戸
若
舎
人
部
人
Ｖ

Ｉ
麻
呂
調

・
荒
堅
魚
六
連
八
節
　
天
平
七
年
十
月

３０８
　
安
房
国
安
房
郡
廣
給
郷
河
山
里
丈
部
牛
麻
呂
輸
調
鰻
陸
斤
陸
拾
條
＝
　
　

・

＝
天
平
七
年
十
月

３０９
　
安
房
国
安
房
郡
廣
濡
郷
河
曲
里
戸
丈
部
牛
麻
呂
調
腹
陸
斤
陸
給
條
＝

＝
天
平
七
年
十
月

３５‐
３５２

・
能
登
国
能
登
郡
鹿
嶋
郷
望
理
里
調
代
蒸
海
鼠
六
斤

。
天
平
八
年
四
月
十
日

３３４
３３５

。
若
狭
国
遠
敷
郡
華
劾
馴
印
酌
里

・
御
調
塩
三
斗
　
天
平
六
年
十
月
十
日

（４７
）

広
瀬
和
雄

「畿
内
の
古
代
集
落
」
翁
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
二

二
集
　
一
九
八
九
年
）

（４８
）

拙
稿

「古
代
都
城
の
線
刻
土
器

・
記
号
墨
書
土
器
」
Ｇ
古
代
文
化
』
第
四

一
巻

第

一
二
号
　
一
九
八
九
年
）




